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2017年もお出かけは米子鬼太郎空港から！！
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ダイヤはお断り無しに変更する場合があります。
詳しくは、ＡＮＡホームページをご確認ください。

▶▶▶▶乗継で当る！！◀◀◀◀
ANA・航空乗継利用促進協議会 共同乗継キャンペーン！！
詳しくはこちら▶

2017年3月25日㈯
ご搭乗分まで発売中！

日帰りでも東京滞在約12時間！！

検索ANA乗継キャンペーン2017

羽田空港米子鬼太郎空港 米子鬼太郎空港
2016年10月30日～2017年3月25日
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新
年
を
迎
え
て

将
来
へ
の
大
切
な
準
備
期
間

境
港
商
工
会
議
所

　会
頭

堀

　田

　
　收

年
頭
所
感

高
ま
る
境
港
市
の
重
要
性

境
港
市
観
光
協
会

　会
長

桝 

田  

知 

身

イ
マ
ー
ク
㈱
の
定
期
便
が
就

航
し
、
複
数
路
線
の
運
航
を

行
い
ま
し
た
が
、
２
年
も
経

た
な
い
う
ち
に
撤
退
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
前
轍
を
踏

ま
な
い
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の

路
線
を
し
っ
か
り
と
育
て
て
、

定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
昨
年
、
境
港
市
の
大
恩

人
で
あ
る
水
木
し
げ
る
先
生

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
大

変
悲
し
い
出
来
事
で
し
た
が
、

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
は
、

変
わ
ら
ず
に
観
光
客
が
訪
れ
、

昨
年
の
入
り
込
み
客
数
は
２

０
０
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
安
定
的
に
観
光
客
が
訪
れ

る
今
こ
そ
、
魅
力
度
を
ア
ッ

プ
し
よ
う
と
、「
す
べ
て
の

人
に
や
さ
し
く
、
誰
も
が
楽

し
め
る
道
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
境
漁
港
で
は
、
港
と
市
場

を
高
度
衛
生
管
理
型
に
整
備

す
る
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
災
害

に
強
く
、
消
費
者
の
安
全
・

安
心
を
望
む
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

高
い
水
揚
げ
機
能
を
備
え
た

日
本
一
魅
力
あ
ふ
れ
る
漁
港

と
市
場
に
し
て
い
く
こ
と
が

目
的
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
多
く
は
、
２
０
２
０
年
に

開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ま
で
の
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
進
捗
状
況
を
し
っ

か
り
と
見
守
り
、
確
実
に
成

功
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
施
設
整
備
だ
け

で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
積

極
的
な
活
用
方
法
を
検
討
し

て
、
地
域
発
展
の
原
動
力
と

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
境
港
市
の
将
来
に
と
っ
て

大
切
な
準
備
期
間
で
あ
る
こ

の
時
期
に
、
境
港
商
工
会
議

所
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地

域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の

役
割
を
自
覚
し
、
行
政
と
足

並
み
を
そ
ろ
え
な
が
ら
、
意

見
集
約
や
政
策
提
言
な
ど
を

し
っ
か
り
と
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
の
中
で
境
港
市
の

高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用

し
、
広
域
連
携
を
強
化
し
て

く
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
う

し
た
活
動
は
、
境
港
市
の
発

展
に
も
反
映
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
会
員
の
皆
様

に
は
、
様
々
な
形
で
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
も
出
て
く
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
役

職
員
一
同
が
全
力
で
ご
支
援

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
皆
様

の
企
業
体
質
強
化
な
ど
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
、
日
常
業

務
の
充
実
に
も
努
め
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本

年
が
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

上
し
、
既
存
岸
壁
を
効
率
的

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
一
方
、
竹
内
南
地
区
で
は
、

貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

わ
が
国
唯
一
の
国
際
フ
ェ
リ

ー（
環
日
本
海
定
期
貨
客
船
）

や
国
際
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
な
ど
に

対
応
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

拠
点
と
し
て
機
能
し
、
同
時

に
大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
も
係

留
可
能
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
整

備
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
米
子
鬼
太
郎
空
港

で
は
、
昨
年
９
月
に
香
港
国

際
空
港
と
の
定
期
便
が
就
航

し
ま
し
た
。
米
子
︱
ソ
ウ
ル

便
と
合
わ
せ
て
二
つ
と
な
っ

た
国
際
定
期
路
線
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
人
や
物
の
流
れ

を
活
発
に
す
る
で
し
ょ
う
。

　
２
０
１
３
年
に
は
、
ス
カ

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
境
港
市
に
と
っ
て
昨
年
は
、

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
数
多

く
実
行
に
移
さ
れ
た
年
で
し

た
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
成
功
す
る
こ
と
で
、
境

港
市
が
飛
躍
的
な
発
展
を
遂

げ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

し
ょ
う
。

　
昨
年
９
月
に
は
、
中
野
地

区
の
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
完
成
し
、
供
用
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
境
港こ

う

に
お
け
る

外
国
貿
易
貨
物
の
需
要
増
や

船
舶
の
大
型
化
に
対
応
し
た

取
扱
能
力
は
、
飛
躍
的
に
向

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
愈
々
、
今
年
、
平
成
29
年

１
月
か
ら
、
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
着

工
と
な
り
ま
す
。
順
調
に
ゆ

け
ば
、
平
成
30
年
６
月
こ
ろ

に
は
完
工
す
る
と
の
こ
と
で

す
。
新
し
い
ブ
ロ
ン
ズ
像
18

体
の
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集
も
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
５
月
の
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
仮

設
置
な
が
ら
、
お
披
露
目
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
昨
年
２
月
１
日
に

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
境

港
駅
前
ホ
テ
ル
「
御
宿 

野

乃
」
も
順
調
な
滑
り
出
し
で
、

慶
賀
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
い
っ
ぽ
う
、
大
型
ク
ル
ー

ズ
船
の
寄
港
も
、
平
成
27
年

23
隻
２
万
人
、
平
成
28
年
33

隻
４
万
人
と
大
幅
に
伸
び
て

お
り
、
今
年
は
50
隻
５
万
人

が
見
込
め
る
と
の
こ
と
で
す
。

国
際
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

建
設
が
控
え
て
い
る
だ
け
に
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
将
来
も
前

途
洋
々
と
し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
境さ

か
い
こ
う港
、

境さ
か
い
ぎ
ょ
こ
う

漁
港
、
米
子
鬼
太
郎
空
港

と
い
う
三
つ
の
港
を
併
せ
持

っ
て
い
る
「
境
港
市
」
は
、

鳥
取
・
島
根
両
圏
域
の
な
か

で
、
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増

し
て
く
る
の
は
ま
ち
が
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
つ
ぎ
つ
ぎ
ス
タ
ー
ト

す
る
重
要
な
年
で
す
。
圏
域

の
皆
様
方
の
格
別
な
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

6歳の少女が中級妖怪博士に

　昨年10月に実施した境港妖怪検定で

６歳の梅本茉菜ちゃん（岡山県備前市）

が難関の中級に合格。中級妖怪博士にな

りました。（10ページに関連記事を掲載）

ごめんねと

　雨ふり小僧

　　　虹を見せ

（仲良しこよし）

　せっかくの行楽シーズンに雨をふらせ、ごめ

んね、と虹を見せる気くばり－なんともニクイ

妖怪ですね。美しい虹が目に浮かぶようだ。

� 選・桝田知身　



タクシー

代行運転
の御用命は

取締役社長 杉　本　真　吾

営　業　所　境港市上道町パティオ横角

本社事務所　境港市元町１２３

みなとタクシーをどうぞ
総合建設業

境港土建株式会社

境 港 市 西 工 業 団 地 1 4 5 番 地
マッケンリフォーム（住宅・リフォーム部）

☎ 0859ｰ44ｰ5611
0120ｰ742ｰ123

代表取締役 松 本 　 正

【地域密着】アミ戸1枚から増改築・新築まで
【見積無料】まずはお電話下さい

建築工事・土木工事
住宅工事

 鳥取県知事許可
（特ｰ24）第6546号

（リフォーム・増改築・建替え・修繕工事）
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同
総
会
で
は
、
副
会
頭
に

増
谷
立
夫
氏
＝
㈲
増
谷
慶
一

郎
薬
局
代
表
取
締
役
、
奥
森

清
氏
＝
新
和
産
業
㈱
代
表
取

締
役
社
長
、
木
村
正
明
氏
＝

㈱
き
さ
ら
ぎ
代
表
取
締
役
社

長
の
３
氏
、
専
務
理
事
に
柏

木
祥
二
氏
を
再
任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
議
員
26
人
と
監

事
３
人
を
選
任
。
さ
ら
に
、

新
た
に
会
頭
指
名
議
員
17
人

の
委
嘱
を
承
認
し
ま
し
た
。

任
期
は
い
ず
れ
も
２
０
１
６

年
11
月
１
日
か
ら
２
０
１
９

年
10
月
末
ま
で
。

　
正
副
会
頭
、
専
務
理
事
以

外
の
役
員
の
皆
さ
ん
は
、
次

の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

  

名
誉
会
頭

▽
足
立
統
一
郎

  
参
　
与

▽
岡
田
端
（
㈱
岡
田
商
店
・

元
取
締
役
会
長
）
▽
桝
田
知

身（
境
港
市
観
光
協
会
会
長
）

▽
門
脇
興
治
（
境
港
商
工
会

議
所
・
元
専
務
理
事
）

  

常 

議 

員

▽
池
口
由
紀
彦
（
米
子
空
港

ビ
ル
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

▽
岩
木
佑
二
（
㈲
末
広
ド
ラ

イ
代
表
取
締
役
）
▽
岩
田
慎

介
（
㈱
福
栄
代
表
取
締
役
）

▽
後
地
良
樹
（
境
港
海
陸
運

送
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
▽

岡
空
晴
夫
（
千
代
む
す
び
酒

造
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
▽

門
永
康
一
郎
（
㈱
昭
和
船
具

店
代
表
取
締
役
）
▽
川
端
収

（
㈱
カ
ワ
バ
タ
印
刷
代
表
取

締
役
社
長
）▽
木
下
辰
男（
㈱

木
下
建
設
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
木
村
隆
之
（
㈱
海
産

物
の
き
む
ら
や
代
表
取
締
役

社
長
）
▽
九
重
雅
彦
（
㈱
山

陰
合
同
銀
行
境
港
支
店
支
店

長
）
▽
小
板
裕
（
サ
ン
ス
イ

土
地
建
物
㈱
会
長
）
▽
越
河

彰
統
（
日
本
海
冷
凍
魚
㈱
代

表
取
締
役
社
長
）
▽
佐
々
木

六
郎
（
境
港
魚
市
場
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）
▽
庄
司
尚
史

（
㈾
第
弐
商
会
代
表
社
員
社

長
）
▽
白
須
邦
夫
（
共
和
水

産
㈱
代
表
取
締
役
社
長
執
行

役
員
）
▽
友
田
博
（
友
田
セ

ー
リ
ン
グ
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
前
根
伸
彦
（
㈱
鳥
取

銀
行
境
港
支
店
支
店
長
）
▽

又
賀
航
一
（
㈱
日
新
代
表
取

締
役
社
長
）▽
松
本
勝
志（
㈱

門
永
水
産
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
松
本
正
（
境
港
土
建

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
▽
松

本
雄
次
（
㈲
松
本
組
常
任
顧

問
）
▽
宮
本
英
紀
（
㈱
大
新

代
表
取
締
役
）
▽
三
輪
陽
通

（
三
光
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

▽
森
脇
哲
雄
（
大
幸
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）▽
山
本
徹（
山

陰
冷
蔵
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
山
本
博
敏
（
山
本
博

　
鳥
取
県
最
低
賃
金
が
昨
年

改
定
さ
れ
、
１
時
間
は
７
１

５
円
に
な
り
ま
し
た
。
発
効

日
は
10
月
12
日
で
し
た
。

　
ま
た
、
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
も
改
定
さ
れ
ま
し

た
。
鳥
取
県
電
子
部
品
・
デ

敏
税
理
士
事
務
所
所
長
）

  

監
　
事

▽
池
淵
賢
一
朗
（
㈲
い
け
び

ん
ス
ト
ー
ア
代
表
取
締
役
）

▽
松
本
正
福
（
松
本
正
福
税

理
士
事
務
所
所
長
）
▽
中
西

健
一
郎
（
㈲
中
西
一
郎
商
店

代
表
取
締
役
社
長
）

バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気

機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械

器
具
製
造
業
の
最
低
賃
金
は

１
時
間
が
７
６
４
円
と
な
り
、

昨
年
12
月
22
日
に
発
効
し
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
鳥
取
県
各
種
商
品

小
売
業
最
低
賃
金
の
改
定
額

は
１
時
間
が
７
１
８
円
で
、

発
効
日
は
昨
年
12
月
17
日
で

し
た
。

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
（
☎
０

８
５
７
︱
29
︱
１
７
０
５
）、

ま
た
は
米
子
労
働
基
準
監
督

署
（
☎
34
︱
２
２
３
１
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

境
港
商
工
会
議
所
は
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
・
選
任
を
行
い
、
昨
年
10
月
末
ま
で
に

全
80
人
の
議
員
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
昨
年
11
月
４
日
に
新
議
員
に
よ
る
臨
時

議
員
総
会
を
開
催
し
、
会
頭
に
堀
田
收
氏
＝
堀
田
石
油
㈱
代
表
取
締
役
社
長
を
再
任
し
た
ほ
か
、

向
こ
う
３
年
間
の
商
工
会
議
所
運
営
を
担
う
役
員
の
新
陣
容
を
整
え
ま
し
た
。

　
改
選
に
伴
い
、
選
出
さ
れ

た
議
員
・
会
頭
指
名
議
員
の

皆
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。

任
期
は
い
ず
れ
も
２
０
１
６

年
11
月
１
日
か
ら
２
０
１
９

年
10
月
末
ま
で
（
敬
称
略
）。

  

議
　
員

▽
赤
石
有
平
（
㈲
赤
石
商
店

代
表
取
締
役
会
長
）
▽
足
立

收
平
（
㈱
平
設
計
代
表
取
締

役
）
▽
足
立
祥
（
足
立
燃
料

㈲
代
表
取
締
役
社
長
）
▽
新

典
芳
（
境
港
物
流
㈱
代
表
取

締
役
社
長
）
▽
池
田
幸
仁
（
㈱

リ
ン
ク
ス
代
表
取
締
役
）
▽

池
本
惠
治
（
㈱
日
本
海
ポ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス
管
理
部
長
兼
営

業
部
長
）
▽
板
倉
一
晃
（
㈲

板
倉
博
商
店
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
井
上
真
一
（
㈱
港
タ

ク
シ
ー
取
締
役
総
務
部
長
）

▽
上
野
洋
二
（
㈱
上
野
水
産

代
表
取
締
役
）
▽
遠
藤
健
司

（
㈱
ケ
ン
ズ
ホ
ー
ム
代
表
取
締

役
）
▽
岡
田
昭
夫
（
㈲
岡
田

商
店
代
表
取
締
役
会
長
）
▽

岡
田
輝
昭
（
㈱
岡
田
商
店
代

表
取
締
役
社
長
）
▽
柏
木
晴

夫
（
㈲
柏
木
精
麦
製
粉
所
代

表
取
締
役
社
長
）
▽
片
山
良

孝
（
美
保
テ
ク
ノ
ス
㈱
専
務

取
締
役
）
▽
上
田
裕
子
（
ま

る
か
商
事
㈱
代
表
取
締
役
）

▽
川
口
利
之
（
㈲
川
口
商
店

取
締
役
）
▽
川
本
孝
一
郎
（
境

港
魚
凾
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

▽
北
野
博
（
㈲
北
野
建
築
工

業
代
表
取
締
役
）
▽
喜
多
村

一
司
（
㈲
北
陽
水
産
代
表
取

締
役
）
▽
木
村
亘
（
木
村
産

業
㈱
常
任
監
査
役
）
▽
黒
見

泰
之
（
㈱
さ
か
い
み
な
と
貿

易
セ
ン
タ
ー
常
務
取
締
役
管

理
部
長
）
▽
小
倉
雅
司
（
㈲

小
倉
水
産
食
品
代
表
取
締
役

社
長
）
▽
酒
井
英
（
㈱
酒
井

商
店
代
表
取
締
役
）
▽
坂
本

全
（
㈲
神
戸
ベ
ー
カ
リ
ー
代

表
取
締
役
社
長
）
▽
坂
本
靖

夫
（
㈲
杉
山
実
業
代
表
取
締

役
）
▽
篠
田
佳
夫
（
マ
ル
コ

フ
ー
ズ
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

▽
島
谷
憲
司
（
㈱
島
谷
水
産

代
表
取
締
役
社
長
）
▽
瀧
下

寿
夫
（
大
海
通
産
㈱
常
務
取

締
役
）
▽
田
口
孝
志
（
米
子

信
用
金
庫
境
港
支
店
支
店
長
）

▽
竹
中
弘
治
（
北
陽
冷
蔵
㈱

代
表
取
締
役
社
長
）
▽
田
中

幸
雄
（
㈱
タ
ナ
カ
技
建
代
表

取
締
役
）
▽
鶴
岡
比
呂
志
（
弓

ヶ
浜
水
産
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
赫
勲
男
（
甲
陽
ケ
ミ

カ
ル
㈱
境
港
工
場
名
誉
会
長
）

▽
土
井
一
朗
（
㈱
味
屋
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
）

▽
中
田
耕
治
（
㈲
中
田
石
材

工
作
所
代
表
取
締
役
）
▽
秦

野
博
行
（
東
亜
青
果
㈱
境
港

青
果
市
場
代
表
取
締
役
社
長
）

▽
濱
浩
二
（
山
陰
化
成
工
業

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
▽
原

田
大
輔
（
㈱
島
根
銀
行
境
支

店
支
店
長
）
▽
日
野
良
太
（
㈱

さ
ん
れ
い
製
造
境
港
工
場
工

場
長
）
▽
平
田
阜
士
（
㈱
平

田
組
代
表
取
締
役
）
▽
廣
瀨

直
（
㈱
大
昇
食
品
取
締
役
会

長
）
▽
堀
江
則
夫
（
大
海
㈱

総
務
部
長
）
▽
宮
永
誠
治
（
㈱

葬
仙
代
表
取
締
役
社
長
）
▽

森
脇
尊
昭
（
㈲
森
脇
自
動
車

代
表
取
締
役
）
▽
森
脇
寛
（
境

港
セ
ン
タ
ー
冷
蔵
㈱
代
表
取

締
役
）
▽
山
﨑
慎
也
（
㈱
や

ま
さ
き
代
表
取
締
役
社
長
）

▽
山
根
暁
（
㈱
ヤ
マ
ネ
産
機

境
港
営
業
所
取
締
役
会
長
）

▽
横
石
廣
美
（
山
陰
ア
シ
ッ

ク
ス
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
吉
岡
和
彦
（
㈱
オ
ー

ク
代
表
取
締
役
）
▽
渡
辺
昇

（
㈱
ワ
タ
ナ
ベ
代
表
取
締
役
）

  

会
頭
指
名
議
員

▽
岩
本
秀
煕
（
㈱
錦
海
化
成

代
表
取
締
役
）
▽
梅
田
英
雄

（
㈲
渡
部
常
務
取
締
役
）
▽
浦

川
英
敏
（
㈱
桑
本
総
合
設
計

代
表
取
締
役
）
▽
片
岡
敏
一

（
㈱
カ
タ
セ
イ
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
加
藤
典
裕
（
㈱
中
海

テ
レ
ビ
放
送
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
金
田
孝
成
（
カ
ネ
ッ

ク
ス
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

▽
神
門
眞
比
古
（
ア
ク
サ
生

命
保
険
㈱
米
子
営
業
所
所
長
）

▽
佐
田
山
一
成
（
㈲
大
成
商

事
代
表
取
締
役
社
長
）
▽
橋

本
秀
秋
（
㈲
橋
本
工
業
所
代

表
取
締
役
）
▽
濱
田
正
道
（
㈱

シ
ン
セ
イ
代
表
取
締
役
）
▽

平
尾
貴
志
（
㈱
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｏ

Ｇ
Ｙ
代
表
取
締
役
）
▽
廣
江

晃
（（
社
福
）
こ
う
ほ
う
え
ん

副
理
事
長
）
▽
福
谷
典
久
（
海

上
石
油
㈲
代
表
取
締
役
）
▽

舞
立
嘉
之
（
田
中
窯
業
㈲
代

表
取
締
役
会
長
）
▽
山
口
尚

文
（
山
進
運
輸
㈱
代
表
取
締

役
）
▽
山
﨑
茂
（
中
国
電
力

㈱
米
子
営
業
所
副
所
長
）
▽

吉
川
真
一
（
中
浦
食
品
㈱
常

務
執
行
役
員
）

境
港
商
議
所
議
員
改
選

今
期
の
議
員・会
頭
指
名
議
員
ご
紹
介

副会頭は増谷、奥森、木村の3氏副会頭は増谷、奥森、木村の3氏
― 境港商議所役員人事 ―

堀田收会頭 4期目に堀田收会頭 4期目に

鳥取県最低賃金が改定

1時間は715円に
特定（産業別）最低賃金も

堀田收 会頭

増谷立夫 副会頭

奥森清 副会頭

木村正明 副会頭
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おかげさまで
リニューアルオープン

一周年
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•
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•
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•
•
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•
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境
港
商
工
会
議
所
は
、
昨

年
11
月
23
日
に
優
良
従
業
員

表
彰
式
を
開
催
。
式
典
終
了

後
、（
公
財
）鳥
取
県
体
育
協

会
特
任
体
育
指
導
員
の
宇
佐

美
里
香
さ
ん
を
講
師
に
「
空

手
道
と
私
」
と
題
し
、
記
念

講
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
宇
佐
美
さ
ん
は
、
東
京
都

葛
飾
区
に
生
ま
れ
、
空
手
の

名
門
で
あ
る
帝
京
高
校
と
国

士
舘
大
学
に
進
学
し
、
空
手

道
一
筋
の
人
生
を
送
っ
て
き

優良従業員
表　彰　式「
空
手
道
と
私
」テ
ー
マ
に

宇
佐
美
さ
ん
が
記
念
講
演

鳥 

取 

県

体
育
協
会

演武を披露する宇佐美里香さん

感謝状を受け取る堀田收会頭（左）

境港商議所
会　員　の
境港商議所
会　員　の
境港商議所
会　員　の今今 18

格安で韓国へ
― エアソウル ―

　「
境
港
商
議
所
会
員
の

今
」
は
、
当
商
工
会
議
所

会
員
の
動
向
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介

す
る
の
は
、
米
子
︱
ソ
ウ

ル
便
を
運
航
す
る
エ
ア
ソ

ウ
ル
㈱
米
子
支
店
で
す
。

所
も
米
子
鬼
太
郎
空
港
（
佐

斐
神
町
）
内
に
移
転
し
ま
し

た
。

　
米
子
︱
ソ
ウ
ル
便
は
Ｌ
Ｃ

Ｃ
に
な
っ
た
こ
と
で
、
機
内

食
が
予
約
制
に
な
る
な
ど
、

一
部
サ
ー
ビ
ス
が
簡
素
化
さ

れ
た
分
、
運
賃
が
安
く
な
り
、

よ
り
気
軽
に
ソ
ウ
ル
へ
行
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
良
い
こ
と
は
や
は
り
安

く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
ソ
ウ

ル
へ
は
近
く
て
安
い
。
国
内

旅
行
の
よ
う
に
気
軽
に
行
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、

日
本
と
比
べ
て
物
価
が
低
い

の
も
魅
力
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

や
韓
国
料
理
な
ど
、
大
都
市

な
の
で
た
く
さ
ん
楽
し
め
ま

　
国
際
定
期
便
の
米
子
︱
ソ

ウ
ル
便
は
昨
年
10
月
、
運
航

主
体
が
ア
シ
ア
ナ
航
空
㈱
か

ら
Ｌ
Ｃ
Ｃ（
格
安
航
空
会
社
）

の
エ
ア
ソ
ウ
ル
㈱
に
移
管
。

米
子
市
東
町
に
あ
っ
た
ア
シ

ア
ナ
航
空
山
陰
支
店
は
、
エ

ア
ソ
ウ
ル
米
子
支
店
（
榊
原

忍
支
店
長
）
に
な
り
、
事
務同社カウンター前の榊原忍支店長

ま
し
た
。

　
空
手
に
は
、
直
接
相
手
と

組
み
あ
う
「
組
手
」
と
一
人

で
演
武
す
る
「
形
」
と
い
う

二
つ
の
種
目
が
あ
り
ま
す
が
、

宇
佐
美
さ
ん
は
大
学
時
代
、

両
方
の
選
手
で
し
た
。

　
し
か
し
、
組
手
の
試
合
で

け
が
を
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
形
に
専
念
。
形
の
指

導
で
有
名
な
井
上
派
糸
東
流

慶
心
会
宗
主
の
井
上
慶
身
氏

に
師
事
す
る
た
め
鳥
取
県
を

訪
れ
ま
す
。

　
宇
佐
美
さ
ん
は
、
井
上
氏

の
指
導
を
受
け
て
、
全
日
本

空
手
道
選
手
権
大
会
や
国
体

で
４
連
覇
を
達
成
し
、
２
０

１
２
年
に
は
、
第
21
回
世
界

空
手
道
選
手
権
大
会
で
金
メ

ダ
ル
も
獲
得
し
ま
し
た
。

　「
８
年
か
け
て
、
世
界
一

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

諦
め
な
く
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
れ
る
と
言
わ
れ
、
そ
れ
を

信
じ
て
練
習
を
続
け
た
こ
と
、

負
け
て
悔
し
い
思
い
を
し
た

こ
と
が
世
界
一
に
な
れ
た
理

由
だ
と
思
い
ま
す
」
と
宇
佐

美
さ
ん
は
語
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
空
手
の
普
及
活

動
に
努
め
る
宇
佐
美
さ
ん
。

空
手
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
演
武
を
披
露
し
た
り
、

空
手
の
授
業
で
指
導
を
行
う

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
へ
の
出
演

や
解
説
の
仕
事
を
引
き
受
け

る
こ
と
も
増
え
、「
苦
手
な

が
ら
も
精
一
杯
努
め
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
講
演
の
最
後
に
は
、
型
の

演
武
を
披
露
。
こ
れ
ま
で
の

柔
ら
か
な
笑
顔
が
一
変
し
て
、

り
り
し
い
表
情
が
印
象
的
で

し
た
。

す
。
今
の
時
期
、
街
は
ウ

ィ
ン
タ
ー
セ
ー
ル
中
で

す
」
と
榊
原
支
店
長
。

　
同
路
線
の
運
航
は
火
・

金
・
日
曜
日
。
同
社
は
そ

の
運
航
に
か
か
る
空
港
業

務
と
、
旅
行
会
社
や
関
係

機
関
へ
の
営
業
を
行
い
ま

す
。

　
今
後
に
つ
い
て
榊
原
支

店
長
は
、「
ま
ず
は
、
エ

ア
ソ
ウ
ル
の
知
名
度
を
上

げ
る
よ
う
努
め
ま
す
。
新

規
の
お
客
様
の
獲
得
は
も

ち
ろ
ん
、
以
前
韓
国
に
行

か
れ
た
人
に
も
、
さ
ら
に

安
く
な
っ
た
今
、
ぜ
ひ
ご

利
用
い
た
だ
き
た
い
で

す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
地
元
企
業
の
今
日
が
あ
る

の
は
、
こ
の
人
た
ち
の
力
が

あ
っ
た
か
ら
︱
。

　
昨
年
11
月
23
日
・
勤
労
感

謝
の
日
に
、
境
港
商
工
会
議

所
は
第
56
回
優
良
従
業
員
表

彰
式
を
行
い
、
36
事
業
所
・

63
人
の
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま

し
た
。

　
同
表
彰
式
は
、
当
商
工
会

議
所
の
会
員
事
業
所
に
10
年

以
上
勤
務
し
、
事
業
主
か
ら

推
薦
を
受
け
た
従
業
員
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
毎
年
実
施
し

て
い
る
も
の
。

　
受
賞
者
の
お
名
前
は
、
次

の
通
り
で
す
（
敬
称
略
・
順

不
同
）。

▽
木
山
英
樹
（
大
海
㈱
）
▽

中
瀬
潤（
同
）▽
北
川
信（
同
）

▽
田
中
浩
司
（
同
）
▽
景
利

恵
子
（
日
本
海
冷
凍
魚
㈱
）

▽
濵
田
広
美
（
同
）
▽
大
谷

幸
子（
同
）▽
高
橋
多
希（
同
）

▽
久
松
一
成
（
㈱
大
新
）
▽

田
中
真
一
（
同
）
▽
舩
越
真

也
（
同
）
▽
岡
本
直
也
（
大

幸
㈱
）
▽
角
田
悦
現
（
同
）

▽
小
林
章
宣
（
同
）
▽
寺
本

春
代（
友
田
セ
ー
リ
ン
グ
㈱
）

▽
澤
田
安
子
（
同
）
▽
藤
井

百
合
子
（
同
）
▽
藤
井
悦
子

（
フ
ジ
ッ
コ
㈱
境
港
工
場
）

▽
田
口
幸
司
（
同
）
▽
山
口

康
幸
（
㈲
森
脇
自
動
車
）
▽

松
本
裕
也
（
同
）
▽
木
村
俊

之
（
境
港
魚
市
場
㈱
）
▽
伊

東
順
子
（
同
）
▽
金
田
博
文

（
堀
田
興
業
）
▽
渋
山
淳
一

郎
（
同
）
▽
里
道
久
子
（
㈱

山
陰
合
同
銀
行
境
港
支
店
）

▽
濱
由
美
（
同
）
▽
濱
満
樹

（
㈱
日
本
海
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
）
▽
万
代
善
夫
（
同
）
▽

向
井
富
美
子（
㈱
門
永
水
産
）

▽
渡
邊
ま
ゆ
み
（
同
）
▽
森

脇
章
司（
マ
ル
コ
フ
ー
ズ
㈱
）

▽
都
田
丈
（
同
）
▽
曽
田
陽

子（
境
港
セ
ン
タ
ー
冷
蔵
㈱
）

▽
森
脇
幸（
同
）▽
鹿
野
浩
子

（
大
海
通
産
㈱
）
▽
福
田
勇

司
（
同
）
▽
善
波
亮
（
堀
田

石
油
㈱
）
▽
都
田
智
子
（
同
）

▽
永
見
規
雄
（
㈱
港
タ
ク
シ

ー
）
▽
山
根
孝
行
（
同
）
▽

井
上
恵
（
㈱
ヒ
キ
ノ
）
▽
東

敦
子（
同
）▽
権
代
英
之（
甲

陽
ケ
ミ
カ
ル
㈱
境
港
工
場
）

▽
加
賀
出
穂
（
同
）
▽
角
祐

樹
（
山
陰
冷
蔵
㈱
）
▽
松
本

拓
也（
同
）▽
松
本
英
範（
山

陰
ア
シ
ッ
ク
ス
工
業
㈱
）
▽

細
田
真
二
（
境
港
海
陸
運
送

㈱
）
▽
阿
部
伸
二
（
㈱
カ
ワ

バ
タ
印
刷
）▽
中
村
雄
一（
三

光
㈱
）
▽
神
崎
正
男
（
境
港

物
流
㈱
）
▽
田
中
功
洋
（
㈲

川
口
商
店
）▽
河
田
征
一（
㈱

ホ
ク
ス
イ
）▽
大
西
良
助（
㈱

大
昇
食
品
）
▽
松
本
由
紀
子

（
新
和
産
業
㈱
）
▽
木
村
さ

と
み
（
㈲
北
陽
水
産
）
▽
中

原
良
子
（
㈱
福
栄
）
▽
中
堀

博
美
（
㈱
き
さ
ら
ぎ
）
▽
黒

見
泰
之
（
㈱
さ
か
い
み
な
と

貿
易
セ
ン
タ
ー
）
▽
矢
田
妃

三
子（
㈲
増
谷
慶
一
郎
薬
局
）

▽
松
岡
睦
（
㈲
隠
岐
観
光
み

や
げ
セ
ン
タ
ー
）
▽
北
山
清

美
（
㈲
赤
石
商
店
）

　
㈱
商
工
組
合
中
央
金
庫
米

子
支
店（
西
田
佳
央
支
店
長
）

は
昨
年
12
月
15
日
、
境
港
商

工
会
議
所
・
堀
田
收
会
頭
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
同
金
庫
は
、
政
府
系
金
融

機
関
と
し
て
国
の
政
策
に
沿

っ
た
業
務
を
行
う
一
方
で
、

融
資
だ
け
で
な
く
、
預
金
、

為
替
な
ど
の
総
合
金
融
機
能

を
備
え
て
い
ま
す
。
　

　
ま
た
、
１
０
０
店
舗
あ
る

支
店
の
全
国
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
の
情
報
提
供
を
始
め
、

海
外
支
店
を
活
用
し
た
国
際

業
務
支
援
、
Ｍ
＆
Ａ
や
事
業

承
継
な
ど
、
企
業
の
経
営
課

題
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　
同
金
庫
は
、
こ
と
し
創
立

80
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ

で
、
地
域
や
中
小
企
業
の
発

展
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
同

金
庫
の
使
命
達
成
に
多
大
な

貢
献
を
し
た
関
係
先
に
感
謝

状
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
し
た

も
の
。
米
子
支
店
は
堀
田
会

頭
の
ほ
か
、
４
事
業
所
に
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

堀
田
会
頭
に
感
謝
状

80
周
年
迎
え
た
商
工
組
合
中
央
金
庫

境
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皇
紀
２
６
７
７
年 

丁
酉
（
ひ

の
と 

と
り
）
の
新
春
。
東
方

の
水
平
線
に
は
初
日
。
そ
の
光

に
照
ら
さ
れ
た
穏
や
か
な
海
。

青
松
白
砂
。
大
山
の
雄
姿
が
阿

弥
陀
仏
の
よ
う
に
慈
愛
に
あ
ふ

れ
た
ま
な
ざ
し
で
人
間
社
会
を

包
み
こ
む
。

　
こ
の
地
方
の
す
べ
て
の
生
き

物
が
安
穏
で
あ
れ
と
祈
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。
自
然
の
加
護
の
も
と
、
会

員
諸
兄
が
今
年
も
元
気
で
ご
活

躍
す
る
こ
と
を
誓
う
元
旦
。
ま

ず
も
っ
て
、
新
春
の
寿
ぎ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
清
水
寺
の
納
め
言
葉

は
「
金
」
で
し
た
。
金
運
は
酉

年
に
あ
り
と
言
わ
れ
、
引
き
続

き
経
済
面
で
は
活
発
な
１
年
に

な
り
そ
う
で
す
。

　
た
だ
、
ト
ラ
ン
プ
旋
風
、
イ

ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
ユ
ー
ロ

圏
の
き
し
み
、
中
国
・
ロ
シ
ア

の
覇
権
主
義
、
韓
国
の
政
治
混

乱
、
終
わ
り
の
な
い
中
東
で
の

宗
教
戦
争
な
ど
、
保
護
主
義
の

台
頭
で
国
際
経
済
が
委
縮
し
か

ね
な
い
年
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
境
港
市

で
は
次
な
る
10
年
の
た
め
に
多

く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ

れ
る
年
で
す
。

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
、
高
度
衛
生
管
理
型

の
魚
市
場
の
新
設
、
竹
内
南
地

区
の
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
新
設
、

美
保
基
地
関
連
施
設
の
整
備
、

市
民
会
館
・
図
書
館
・
体
育
館

の
整
備
や
引
き
続
い
て
の
下
水

道
工
事
の
推
進
等
々
、
我
々
の

業
界
に
係
わ
り
の
あ
る
事
業
が

目
白
押
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
業
界
人
一
体
と
な
っ
て
街
づ

く
り
に
、
品
質
の
良
い
仕
事
を

手
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
一
方
で
は
、
２
０
２
５

年
問
題
と
言
わ
れ
る
人
口
減
少

の
時
代
へ
の
備
え
を
今
か
ら
策

定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ハ
ー
ド
上
で
の
街
づ
く
り
の
全

容
は
把
握
で
き
て
も
、
そ
こ
で

働
く
人
々
の
意
識
を
ど
う
高
め

て
い
く
か
が
、
境
港
市
の
将
来

像
に
大
き
く
係
わ
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
。

　
人
工
知
能
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
い
ち
早
く
利
用

し
、
世
界
に
先
駆
け
て
情
報
を

収
集
し
、
発
信
す
る
基
地
づ
く

り
を
目
指
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
街
の
独
自
性
が
文
化
に
な

っ
た
時
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
境
港
が

誕
生
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
か
ら
で
す
。

　
画
竜
点
睛
の
１
年
に
し
た
い

も
の
で
す
。
今
年
も
当
部
会
に

対
し
て
皆
々
様
の
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
境
港
商
工
会
議
所

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
商
業
部
会
長
の
２
期

目
で
、
し
か
も
年
男
に
あ
た
り

ま
す
の
で
、
一
層
の
飛
躍
を
目

指
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
商
業
部
会
は
繊
維
、
衣
料
、

そ
の
他
関
連
小
売
業
の
「
第
１

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
の
年

頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
工
業
部
会
は
、「
第
１
分
科

会
（
鉄
工
業
、
造
船
業
、
機
械

器
具
製
造
・
修
理
業
、
自
動
車

整
備
業
）」、「
第
２
分
科
会
（
木

材
・
木
製
品
製
造
業
、
建
設
資

２
０
１
７
年
に
思
う

境
港
商
工
会
議
所
の
部
会
長
・
女
性
会
長
ら
の
年
頭
所
感
を
掲
載
し
ま
す（
順
不
同
）。

水

産

業

部

会

部
会
長
　
佐
々
木
　
六
　
郎

（
境
港
魚
市
場
㈱

代
表
取
締
役
社
長
）

工

業

部

会

部
会
長
　
岡
　
空
　
晴
　
夫

（
千
代
む
す
び
酒
造
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

商

業

部

会

部
会
長
　
門
　
永
　
康
一
郎

（
㈱
昭
和
船
具
店
代
表
取
締
役
）

建

設

業

部

会

部
会
長
　
松
　
本
　
雄
　
次

（
㈲
松
本
組
常
任
顧
問
）

分
科
会
」、
飲
食
料
品
小
売
業

の
「
第
２
分
科
会
」、
そ
の
他

の
小
売
業
の
「
第
３
分
科
会
」、

卸
売
業
の
「
第
４
分
科
会
」
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
各
分
科
会
の
共
通
の

議
題
を
出
し
合
い
、
掘
り
下
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨

年
は
思
っ
た
よ
う
な
活
動
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
、

酒
井
英
副
部
会
長
や
中
西
健
一

郎
副
部
会
長
の
力
を
お
借
り
し
、

材
製
造
業
）」、「
第
３
分
科
会

（
食
料
品
製
造
業
）」、「
第
４
分

科
会
（
そ
の
他
の
製
造
業
）」

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

も
、
各
種
講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、

視
察
研
修
会
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
は
、「
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
も
の
づ
く

充
実
し
た
１
年
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
昨
年
末
は
共
和
党
の
ト
ラ
ン

プ
候
補
が
大
統
領
選
挙
に
勝
利

し
た
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
経
済

の
回
復
が
期
待
さ
れ
、
円
安
株

高
の
流
れ
に
な
り
、
日
本
の
経

済
も
良
い
方
向
に
向
か
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。
境
港
市
の
持
っ
て

い
る
高
い
潜
在
能
力
を
活
か
し
、

商
業
部
会
の
発
展
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
新
し

い
年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

り
連
携
事
業
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
商
談
会
・
交
流
会
」
が
松

江
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

商
談
会
は
、
松
江
市
、
米
子
市
、

出
雲
市
、
境
港
市
、
安
来
市
の

行
政
や
商
工
団
体
で
構
成
す
る

実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
各
市

の
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
た
び
の
商
談
会
は
、
エ

ン
ト
リ
ー
数
が
今
ま
で
で
最
も

多
い
３
８
２
事
業
所
、
商
談
数

も
４
５
６
回
で
、
こ
の
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
経
済
活

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
境
港
商
工
会
議
所

会
員
の
皆
様
に
は
、
２
０
１
７

年
の
新
春
を
ご
健
勝
で
お
迎
え

の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
政
権
の
安
定
に
伴
い
、
日
本

経
済
は
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
ま

す
が
、
少
し
ず
つ
デ
フ
レ
脱
却

に
向
け
て
回
復
基
調
を
た
ど
り

つ
つ
、
今
年
こ
そ
明
る
い
兆
し

が
見
え
始
め
る
頃
だ
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
世
界
各
国
で
は
、
極
端
な
環

境
変
動
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
状

況
の
中
、
わ
が
国
で
も
地
震
、

台
風
、
豪
雨
の
被
害
で
、
熊
本

地
方
、
北
海
道
地
方
な
ど
に
多

く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
ま

た
、
鳥
取
県
中
部
地
震
で
も
大

き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
国
際
的
に
は
、
パ
リ
協
定
ほ

か
の
決
議
に
よ
り
、
地
球
温
暖

化
対
策
と
し
て
の
排
気
ガ
ス
規

制
の
た
め
、
特
定
の
フ
ロ
ン
ガ

ス
の
排
出
を
抑
制
し
ま
す
。

　
昨
年
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

境
漁
港
の
冷
凍
・
冷
蔵
庫
業
者

は
、
２
０
２
０
年
以
降
フ
ロ
ン

に
変
わ
る
冷
媒（
ア
ン
モ
ニ
ア
）

が
で
き
る
ま
で
に
、
そ
の
対
応

の
た
め
増
改
築
が
必
要
で
、
資

金
面
に
お
い
て
苦
慮
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　
境
港
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

水
産
業
で
は
、
さ
か
い
み
な
と

漁
港
・
市
場
活
性
化
協
議
会
、

境
港
水
産
物
利
用
協
議
会
等
々

を
通
じ
て
地
域
全
体
の
方
向
性

を
考
え
、
市
、
県
、
国
と
の
連

携
に
よ
り
、
２
０
２
２
年
（
平

成
34
年
）
に
高
度
衛
生
管
理
型

市
場
が
完
成
予
定
で
す
。

　
過
去
に
は
、１
９
９
２
年（
平

成
４
年
）か
ら
１
９
９
６
年（
平

成
８
年
）
ま
で
、
水
揚
げ
量
５

年
連
続
日
本
一
の
実
績
も
あ
り
、

市
場
、
漁
港
、
港
湾
も
整
備
さ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
要
望

し
、
今
ま
で
以
上
に
「
境
漁
港

の
魚
は
安
心
、
安
全
」
と
、
全

国
の
消
費
者
の
皆
様
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
境
漁
港
の
昨
年
の
水
揚
げ
量

は
、
前
年
比
90
％
の
９
万
８
９

２
７
ｔ
、
水
揚
げ
金
額
は
、
前

年
比
１
０
０
％
の
１
８
１
億
４

０
０
０
万
円
で
し
た
（
２
０
１

６
年
11
月
末
時
点
調
べ
）。

　
境
港
市
は
、
漁
港
、
港
湾
、

空
港
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
、

ま
た
昨
年
か
ら
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前

に
ホ
テ
ル
も
オ
ー
プ
ン
し
、
さ

ら
に
は
中
野
地
区
国
際
物
流
タ

ー
ミ
ナ
ル
、
竹
内
南
地
区
に
は

貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
事

業
も
進
ん
で
お
り
、
今
年
も
ク

ル
ー
ズ
客
船
は
昨
年
以
上
の
寄

港
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
米
子
鬼
太
郎
空
港
も
米
子
︱

香
港
便
が
運
航
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
水
族
館
の
建
設
も
検
討

中
で
あ
り
、
境
港
市
は
今
ま
で

以
上
に
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま

す
。
我
々
水
産
業
界
と
し
て
も

地
域
の
発
展
の
た
め
に
全
力
で

貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
１
年
が
会
員
の
皆
様
、

各
企
業
に
と
り
ま
し
て
も
素
晴

ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

性
化
が
進
み
、
毎
年
発
展
し
て

い
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
圏
域
は
、
60
万
人
が
集

積
し
、
日
本
海
側
で
は
新
潟
圏

域
、
金
沢
圏
域
に
並
ぶ
、
大
き

な
経
済
圏
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
10
月
に
米
子
市
で
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
エ

ン
ト
リ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
の
関
係
す
る
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
業
界
は
、
少
子
化
、
大
量

愛
飲
者
の
高
齢
化
な
ど
の
影
響

で
、
縮
小
傾
向
で
す
。
あ
る
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
関
係
の
情
報
誌

に
よ
る
と
、
日
本
の
全
ア
ル
コ

ー
ル
の
飲
料
数
量
は
、
２
０
１

４
年
（
平
成
26
年
）
の
実
績
を

基
準
に
す
る
と
、
２
０
２
０
年

（
平
成
32
年
）
に
は
、
25
％
減

少
す
る
と
い
う
数
字
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
業
界
、
特

に
日
本
酒
業
界
は
、
60
歳
代
か

ら
70
歳
代
の
大
量
愛
飲
者
が
多

く
、
厳
し
い
時
代
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
我
々
中
小

零
細
企
業
は
、
限
ら
れ
た
資
源

を
有
効
利
用
し
、
知
恵
を
出
し
、

需
要
の
多
い
商
品
を
創
り
出
し
、

差
別
化
を
計
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
境
港
市
は
、「
陸
、
海
、
空
」

と
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
も
大
勢
来

ら
れ
、
チ
ャ
ン
ス
は
沢
山
あ
り

ま
す
。
皆
で
力
を
合
わ
せ
、
今

年
も
前
向
き
に
「
念
ず
れ
ば
花

ひ
ら
く
」
の
精
神
で
、
素
晴
ら

し
い
年
に
な
る
よ
う
に
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

　
鳥
取
県
は
、
中
小
企
業
の
皆

さ
ん
の
経
営
課
題
に
対
し
て
迅

速
で
、
質
の
高
い
支
援
を
行
う

た
め
、
東
部
、
中
部
、
西
部
の

圏
域
別
に
「
と
っ
と
り
企
業
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
成
し

て
い
ま
す
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
鳥
取

県
と
商
工
団
体
、
金
融
機
関
、

信
用
保
証
協
会
や
産
業
支
援
機

関
な
ど
の
20
機
関
が
連
携
・
協

力
し
て
、
総
合
的
か
つ
集
中
的

な
支
援
を
行
う
も
の
。

　
経
営
の
改
善
・
再
生
、
新
事

業
展
開
に
よ
る
企
業
体
質
の
強

化
、
販
路
開
拓
、
起
業
・
創
業
、

事
業
承
継
な
ど
、
様
々
な
課
題

の
解
決
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。

　
と
っ
と
り
企
業
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

境
港
商
工
会
議
所
相
談
課
（
☎

44
︱
１
１
１
１
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

中小企業の課題を解決中小企業の課題を解決
総合的かつ集中的な支援で

とっとり
企業支援ネットワーク
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5

観
光
サ
ー
ビ
ス
業
部
会

部
会
長
　
岩
　
木
　
佑
　
二

（
㈲
末
広
ド
ラ
イ
代
表
取
締
役
）

境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

会
長
　
木
　
村
　
真 

理 

子

（
㈱
き
さ
ら
ぎ 

常
務
取
締
役
）

金
融
保
険
業
部
会

部
会
長
　
九
　
重
　
雅
　
彦

（
㈱
山
陰
合
同
銀
行
境
港
支
店
支
店
長
）

庶

業

部

会

部
会
長
　
小
　
板
　
　
　
裕

（
サ
ン
ス
イ
土
地
建
物
㈱
会
長
）

運
輸
通
信
業
部
会

部
会
長
　
後
　
地
　
良
　
樹

（
境
港
海
陸
運
送
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
境
港
商
工
会
議
所

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
わ
が
国
経
済
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
７
月
か
ら
９
月

期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
前
期
比

が
年
率
換
算
で
＋
２
・
２
％
と
、

３
四
半
期
連
続
の
プ
ラ
ス
成
長

と
な
り
、
景
気
は
緩
や
か
に
持

ち
直
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
外
需
主
導

に
よ
る
回
復
で
あ
り
、
国
内
を

見
る
と
、
個
人
消
費
は
消
費
税

増
税
後
の
落
ち
込
み
以
降
、
一

進
一
退
が
続
き
、
内
需
の
伸
び

は
小
幅
に
と
ど
ま
り
、
ま
だ
ま

　
ま
た
、
中
海
テ
レ
ビ
放
送
で

は
業
務
に
つ
い
て
細
か
く
ご
説

明
い
た
だ
き
、
普
段
見
る
こ
と

の
な
い
設
備
も
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
日
頃
何
気
な

く
見
て
い
る
テ
レ
ビ
を
身
近
に

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
地
球
レ
ベ
ル
で
の
変
革
期
の

環
境
下
で
、
昨
年
は
日
本
と
最

も
関
係
深
い
ア
メ
リ
カ
の
大
統

領
選
が
想
定
外
の
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
隣
国
の
韓
国
で
は
大

統
領
弾
劾
、
国
内
で
は
東
京
都

知
事
選
の
結
果
に
端
を
発
す
る

都
民
の
新
し
い
台
所
と
な
る
豊

洲
市
場
移
転
問
題
、
加
え
て
２

０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
会
場
の
選
定
の
混
乱
な
ど
、

国
内
外
の
政
治
を
中
心
と
し
た

想
定
外
の
出
来
事
の
多
い
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
内
に
お
い
て
も
、
全

く
予
期
し
な
か
っ
た
こ
と
で
す

が
、
倉
吉
を
中
心
と
す
る
中
部

地
方
が
地
震
に
見
舞
わ
れ
、
予

想
を
上
回
る
被
害
発
生
に
、
鳥

取
県
西
部
地
震
を
経
験
し
た
者

に
と
っ
て
は
、
他
人
事
と
は
思

え
な
い
心
痛
を
覚
え
る
と
同
時

に
、
早
期
の
復
興
を
心
か
ら
祈

念
す
る
も
の
で
す
。

　
地
震
な
ど
の
自
然
異
変
に
お

の
の
い
た
世
情
の
中
で
、
境
港

市
は
平
穏
な
１
年
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
特
に
、
新
た

な
人
口
創
出
の
端
緒
と
も
な
る

貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
推

進
は
、
相
次
ぐ
大
型
ク
ル
ー
ズ

客
船
の
入
港
で
、
新
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
予
見
さ
せ
る
な
ど
、

境
港
市
の
輝
か
し
い
未
来
図
を

想
起
さ
せ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
基
幹
産
業
と
し

て
境
港
市
経
済
を
け
ん
引
し
て

き
た
水
産
業
の
核
と
な
る
魚
市

場
を
高
度
衛
生
管
理
型
に
す
る

整
備
事
業
、
今
や
地
域
社
会
の

最
大
の
活
力
源
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
具

体
的
事
業
が
目
白
押
し
で
す
。

　
今
日
を
楽
し
く
生
き
る
秘
訣

は
、「
明
日
は
き
っ
と
よ
く
な

る
と
思
い
込
ん
で
暮
ら
す
こ

と
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
数
々
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
市
民
の
日
常
生
活
に

活
力
を
付
加
す
る
こ
と
に
な
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
平
井
伸
治
・
鳥
取
県

知
事
の「
小
さ
く
て
も
勝
て
る
」

と
い
う
素
晴
ら
し
い
新
書
が
出

版
さ
れ
ま
し
た
が
、「
小
さ
い
」

の
言
葉
が
基
本
に
置
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
境
港
市
に
置
き

換
え
て
読
む
と
、
ワ
ク
ワ
ク
感

と
同
時
に
新
た
な
知
恵
が
湧
い

て
く
る
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
鳥
取
県
下
４
市
で
人
口
、
面

積
と
も
に
最
も
小
さ
い
境
港
市

は
、海
（
漁
港
・
港
湾
）、陸
（
Ｊ

Ｒ
境
線
）、
空
（
米
子
鬼
太
郎

空
港
）
の
贅
沢
と
も
言
え
る
財

産
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
国
際
化
が
急
進
す
る
環
境
下

に
お
い
て
、
こ
の
貴
重
な
宝
を

境
港
市
民
全
て
の
英
知
を
結
集

し
、
磨
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
が
可
能
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
チ

ャ
ン
ス
の
年
と
な
り
、
明
る
い

話
題
が
多
く
、
実
り
あ
る
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
高
尾
山
基
地
、
中
海
テ
レ
ビ

放
送
と
も
に
初
め
て
の
人
も
多

く
、
半
日
の
行
程
で
し
た
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
好
評
で
あ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
部
会
で
は
、
会
員
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
に
も
、
本
年
も

同
様
の
視
察
研
修
会
を
企
画
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
皆
様
か

ら
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
境
港
市
で
は
、
昨
年
の
２
月

に
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
の
ホ
テ
ル
が

開
業
し
、
９
月
に
は
中
野
地
区

の
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
供

用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
ク
ル

ー
ズ
客
船
は
33
隻
が
入
港
し
、

今
年
は
さ
ら
に
多
く
の
寄
港
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
竹
内
南
地
区
貨

客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
境
漁
港
の

高
度
衛
生
管
理
型
市
場
の
整
備

事
業
も
着
々
と
進
む
も
の
と
思

わ
れ
、
本
年
が
境
港
の
飛
躍
の

年
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　
境
港
市
の
ま
す
ま
す
の
発
展

と
、
今
年
１
年
が
皆
様
に
と
っ

て
よ
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

だ
、
回
復
の
勢
い
に
強
さ
は
な

い
状
況
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
米
国
・
共
和
党
の
ト

ラ
ン
プ
氏
が
次
期
大
統
領
に
当

選
し
た
こ
と
に
伴
う
株
価
・
為

替
の
急
変
動
、
あ
る
い
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
か
ら
の
脱
退
や
防
衛
費
負
担

の
発
言
な
ど
、
今
後
の
情
勢
は

強
い
不
透
明
感
が
あ
り
ま
す
。

　
山
陰
で
も
同
様
に
設
備
投
資

の
増
加
や
雇
用
情
勢
が
改
善
傾

向
に
あ
っ
た
も
の
の
、
個
人
消

費
の
回
復
は
部
分
的
で
あ
り
、

回
復
の
実
感
が
湧
か
な
い
と
い

う
状
況
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
安
倍
政
権
が
掲
げ
る
地
方

創
生
の
中
で
、
各
地
域
の
動
き

は
活
発
化
し
て
お
り
、
官
民
が

一
体
と
な
り
、
地
域
資
源
の
特

性
を
最
大
限
活
用
し
た
取
り
組

み
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
境
港
市
に
お
い
て
も
、
ク
ル

ー
ズ
客
船
の
寄
港
増
加
の
中
、

貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
事

業
や
境
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理

型
漁
港
・
市
場
整
備
事
業
な
ど
、

港
町
な
ら
で
は
の
特
性
や
機
能

を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
策
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
ど
も
金
融
保
険
業
部
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
成
長

に
向
け
た
地
域
活
性
化
に
関
わ

り
を
強
く
持
ち
、
尽
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
も
倍
旧
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
当
部
会
の
活
動
と
運
営
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
当
部
会
は
昨
年
の
12
月
、
航

空
自
衛
隊
高
尾
山
分
屯
基
地
と

㈱
中
海
テ
レ
ビ
放
送
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
視
察
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
高
尾
山
基
地
で
は
説
明
を
受

け
た
あ
と
、
高
尾
山
に
向
か
い

ま
し
た
。
当
日
は
12
月
と
し
て

は
好
天
に
恵
ま
れ
、
施
設
と
と

も
に
境
港
市
の
景
色
を
堪
能
し

ま
し
た
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
新
年
を
お
健
や

か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と

と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
当
女
性
会
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、「
地

域
を
元
気
に
す
る
こ
と
」
を
使

命
と
す
る
商
工
会
議
所
の
一
翼

を
担
っ
て
お
り
、
全
国
各
地
で

活
発
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
商
工
業
の
振
興
は
も

と
よ
り
、
女
性
経
営
者
の
資
質

向
上
の
た
め
の
研
修
事
業
、
女

性
起
業
家
の
支
援
、
エ
コ
活
動

の
推
進
、
ま
た
行
政
と
の
懇
談

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合

っ
た
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
境
港
商
工
会
議
所
女

性
会
も
、
大
き
く
変
貌
を
遂
げ

つ
つ
あ
る
境
港
市
に
対
し
て
何

が
で
き
る
の
か
、
何
が
必
要
な

の
だ
ろ
う
か
と
常
日
頃
か
ら
議

論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
、
地
域
活
性
化

の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
始
め
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
で
す
。

地
元
の
ゴ
ル
フ
愛
好
家
の
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま

で
に
４
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
昨
年
、
そ
の
収
益
金

を
活
用
し
て
、
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
に
車
椅
子
を
贈
呈
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
数
年
後
に

完
成
す
る
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
、

ご
高
齢
の
お
客
様
に
も
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
も
の
に
な
る
の
で

は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
こ
こ
数
年
、
急
激
に
増

え
て
い
る
境
港こ

う

へ
の
ク
ル
ー
ズ

客
船
も
今
年
は
50
回
を
超
え
る

寄
港
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
女
性
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
今
後
、
国
内
外
か
ら
の

お
客
様
に
お
茶
の
ふ
る
ま
い
な

ど
の
「
お
も
て
な
し
」
を
す
る

場
面
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
着
物
の
着
付
け

講
習
会
も
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、

単
に
経
営
の
こ
と
の
み
な
ら
ず
、

こ
れ
か
ら
も
「
行
動
す
る
女
性

会
」
と
し
て
、
こ
の
地
域
に
役

立
つ
事
業
を
会
員
一
同
で
考
え
、

協
力
し
な
が
ら
活
動
し
て
行
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
皆
様
に
は
ご
支

援
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
昨
年
は
、
世
界
中
で
色
々
な

事
件
や
災
害
が
発
生
し
、
ま
さ

に
激
動
の
年
そ
の
も
の
で
し
た
。

　
中
で
も
ア
メ
リ
カ
の
次
期
大

統
領
選
挙
は
、
そ
れ
こ
そ
世
界

中
が
か
た
ず
を
の
ん
で
見
守
る

な
か
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
派
手
な
物
言
い
で
注
目

さ
れ
て
い
た
ト
ラ
ン
プ
氏
が
勝

利
を
収
め
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
ま
だ
大
統
領
就

任
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
く

も
ト
ラ
ン
プ
効
果
と
か
、
ト
ラ

ン
プ
相
場
な
ど
の
言
葉
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
今
後
の
ト
ラ
ン
プ
政
権

の
財
政
政
策
に
よ
っ
て
、
世
界

各
国
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出

る
こ
と
は
、
間
違
い
な
さ
そ
う

で
す
。

　
ま
た
、
韓
国
の
朴ぱ

く

槿く

恵ね

大
統

領
の
ニ
ュ
ー
ス
も
昨
年
末
は
連

日
、
報
道
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
ま

し
た
。
同
国
野
党
の
弾
劾
訴
追

案
が
国
会
で
可
決
さ
れ
、
混
乱

は
深
ま
る
ば
か
り
で
す
。
米
韓

両
国
の
次
期
大
統
領
は
、
共
に

そ
の
政
策
に
よ
っ
て
わ
が
国
へ

の
著
し
い
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　
最
近
は
、
海
外
情
勢
に
わ
が

国
が
敏
感
に
反
応
さ
せ
ら
れ
る

度
合
い
が
強
ま
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
れ
だ
け
、
社
会
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
だ
証
拠
で

し
ょ
う
が
、
今
後
と
も
国
内
の

社
会
、
経
済
を
予
想
す
る
際
は
、

海
外
の
動
き
を
注
視
す
る
重
要

性
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
こ
と
も

事
実
で
す
。

　
わ
が
国
は
、
世
界
大
激
動
の

中
で
は
比
較
的
堅
調
に
推
移
し

て
お
り
、
本
年
は
安
定
成
長
の

年
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
良

き
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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　㈲川口商店は、輸入ものや冷凍ものは一切扱わない方針を創
業以来、貫いています。境港鮮魚仲買協同組合の副理事長を務
める川口社長は、「１年のうちで今が一番忙しい時期。今年のカ
ニの水揚げ量は、資
源保護の成果でベニ
ズワイガニのサイズ
は大型化しています
が、外国船との取り
合 い に な っ て い て、
水揚げ量は芳しくな
いですね」と語りま
した。
　また、「大型サイズ
の松葉ガニの水揚げ
量は激減しています。予約のオーダーに応えられていないのが
現状です」と川口社長。
　さらに、「五輝星は５つの基準が定められていて、厳しい基準
をクリアできるのは、カニ全体の1.5％しかありません。松葉ガ
ニ全体が減少している今、五輝星はほとんど見なくなりました。
松葉ガニの資源保護にもっと力を入れて欲しい」と強調しました。
　1年で最も寒いこの季節が、カニが一番美味しくなる時期なの
で、松葉ガニの増加に期待したいですね。

ち
ょ
っ
と拝 見

⻆屋食品

人
気
上
々
の
ア
ジ
フ
ラ
イ

神
戸
の
境
港
フェア
で
も
大
好
評

　
㈱
⻆
屋
食
品
（
竹
内
団
地
、
角
谷
直
樹
社
長
）
は
、
創
業

11
年
目
の
企
業
で
す
。
同
社
の
主
力
商
品
は
、
境
港
産
の
真

ア
ジ
を
使
っ
た
ア
ジ
フ
ラ
イ
。
こ
れ
ま
で
は
主
に
、
業
務
用

と
し
て
県
外
に
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
山
陰
の
消
費

者
に
も
積
極
的
に
販
売
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
今
回
の

「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
、
同
社
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
、
話
題
に

な
っ
て
い
る
ア
ジ
フ
ラ
イ
に
つ
い
て
、
⻆
谷
社
長
に
伺
い
ま

し
た
。

山陰の消費者向けにパッケージを新しくした
アジフライ商品をPRする⻆谷直樹社長

　
㈱
⻆
屋
食
品
の
主
力
商
品

は
「
て
い
ね
い
な
仕
事
の
ア

ジ
フ
ラ
イ
」
と
い
う
名
称
で

す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
名
が

話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
山

陰
の
消
費
者
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
同
社
に
は
三
つ
の
こ
だ
わ

り
が
あ
り
ま
す
。
主
原
料
は

山
陰
産
に
こ
だ
わ
り
、
人
工

添
加
物
を
一
切
使
用
せ
ず
、

そ
し
て
、
手
間
暇
を
惜
し
ま

な
い
こ
と
で
す
。

　
⻆
谷
社
長
は
、「
こ
れ
か

ら
も
、
こ
の
方
針
は
変
え
る

つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
分
、
原
価
ア
ッ
プ
に
繋
が

り
、
利
益
率
は
低
く
な
り
ま

す
が
、
手
作
業
と
素
材
に
こ

だ
わ
っ
て
、
丁
寧
に
生
産
す

る
こ
と
が
信
頼
に
繋
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
揺
る
ぎ

な
い
信
念
を
述
べ
ま
し
た
。

同
商
品
も
こ
の
精
神
か
ら
考

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
神
戸
市
内
を
中
心
に
多
数

の
飲
食
店
を
運
営
す
る
㈱
ワ

ー
ル
ド
・
ワ
ン
（
神
戸
市
中

央
区
）
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
居
酒
屋
「
山
陰
・
隠
岐
の

島
ワ
ー
ル
ド
」（
神
戸
市
）

が
昨
年
11
月
か
ら
12
月
末
ま

で
開
催
し
た「
境
港
フ
ェ
ア
」

で
は
、
同
ア
ジ
フ
ラ
イ
が
人

気
商
品
の
第
３
位
に
な
り
ま

し
た
（
11
月
末
時
点
）。

　「
境
港
の
名
を
も
っ
と
全
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松葉ガニの資源保護に期待
―  川口商店  ―

カニシーズン本格化
シリーズ

　カニシーズンが到来しています。昨年11月7日に行われた松葉
ガニの初競りでは、トップブランドの五

いつ

輝
き

星
ぼし

が１３０万円で競り
落とされ、過去最高額でした。カニの専門卸売直販で知られる㈲
川口商店（昭和町）の川口利之社長に今年のカニの水揚げ状況な
どについて、伺いました。

大型の松葉ガニを手にする川口利之社長

あいさつをする松江市の松浦正敬市長

国
に
広
め
る
た
め
に
㈱
ワ
ー

ル
ド
・
ワ
ン
と
提
携
関
係
を

強
化
し
、
飲
食
店
で
ア
ジ
フ

ラ
イ
を
メ
イ
ン
と
し
た
水
産

加
工
品
を
提
供
し
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
地
元
の

人
に
も
た
く
さ
ん
食
べ
て
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
今
後
の
抱

負
を
語
る
⻆
谷
社
長
。

　
同
社
の
努
力
が
境
港
の
発

展
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
境
港
商
工
会
議
所
は
昨
年

11
月
29
日
に
境
港
商
工
会
議

所
・
ま
つ
え
北
商
工
会
役
員

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
懇
談
会
は
今
年
度
で
16

回
を
数
え
ま
す
が
、
そ
れ
以

前
か
ら
合
併
前
の
美
保
関
町

商
工
会
・
八
束
町
商
工
会
合

同
懇
談
会
と
し
て
の
歴
史
が

あ
り
、
双
方
が
輪
番
制
で
幹

事
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
当
商
工
会
議
所
の

担
当
で
、
松
江
市
の
松
浦
正

敬
市
長
と
境
港
市
の
中
村
勝

治
市
長
、
境
港
市
観
光
協
会

の
桝
田
知
身
会
長
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、
松
江
市
八
束
町
の

日
本
庭
園 

由
志
園
を
会
場

に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
ち
ょ
う
ど
庭
園

が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
時

季
に
あ
た
り
、
紅
葉
と
水
中

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
眺
め

な
が
ら
、
懇
親
を
深
め
ま
し

た
。

　
ま
た
、
当
商
工
会
議
所
の

女
性
会
が
飛
び
入
り
参
加
す

る
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
な
演

出
も
あ
り
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
歓
談
し
な
が

ら
、
盛
会
の
内
に
事
業
を
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
本
懇
談
会
・
懇
親

会
を
通
じ
て
、
双
方
の
地
域

が
発
展
し
、
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

まつえ北商工会役員と懇談
両地域の発展と活性化へ

― 境港商議所 ―

　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
工
業

部
会
連
合
会
は
12
月
５
日
、

倉
吉
商
工
会
議
所
で
正
副
部

会
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
正
副
部
会
長
会
議
は
、

鳥
取
県
下
の
４
商
工
会
議
所

工
業
部
会
の
正
副
部
会
長
が

情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
す

る
た
め
各
商
工
会
議
所
持
ち

回
り
で
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
回
が
６
回
目
で
す
。

　
会
議
で
は
、
倉
吉
商
工
会

議
所
工
業
部
会
の
森
敏
昭
部

会
長
と
同
商
工
会
議
所
の
佐

々
木
敬
宗
専
務
理
事
が
昨
年

10
月
21
日
に
発
生
し
た
鳥
取

県
中
部
地
震
に
お
け
る
現
状

と
地
域
経
済
へ
の
影
響
を
報

告
。

　
続
い
て
、
赤
瓦
周
辺
地
域

の
被
災
状
況
を
視
察
し
た
後
、

各
商
工
会
議
所
間
に
お
け
る

連
携
支
援
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

鳥
取
県
中
部
地
震
の
影
響
を
確
認

県
商
議
所
工
業
部
会
連
合
会
で

赤瓦周辺地区（倉吉市）の被災状況を視察する
県下商工会議所の工業部会長ら

6
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名誉会頭

足立統一郎
会　　頭

堀 田 　 收
堀 田 石 油 ㈱
代表取締役社長

副 会 頭

増 谷 立 夫
㈲増谷慶一郎薬局
代表取締役

常 議 員

池口由紀彦
米子空港ビル㈱
代表取締役社長

参　与

岡 田 　 端
㈱ 岡 田 商 店
元・取締役会長

参　与

桝 田 知 身
境港市観光協会
会　　長

常 議 員

松 本 勝 志
㈱ 門 永 水 産
代表取締役社長

常 議 員

岡 空 晴 夫
千代むすび酒造㈱
代表取締役社長

副 会 頭

奥 森 　 清
新 和 産 業 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

門永康一郎
㈱ 昭 和 船 具 店
代表取締役

常 議 員

岩 田 慎 介
㈱ 福　　　栄
代表取締役

監　事

中西健一郎
㈲中西一郎商店
代表取締役社長

常 議 員

前 根 伸 彦
㈱鳥取銀行境港支店

支　店　長

常 議 員

川 端 　 収
㈱カワバタ印刷
代表取締役社長

常 議 員

越 河 彰 統
日本海冷凍魚㈱
代表取締役社長

常 議 員

九 重 雅 彦
㈱山陰合同銀行境港支店

支　店　長

常 議 員

佐々木六郎
境 港 魚 市 場 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

後 地 良 樹
境港海陸運送㈱
代表取締役社長

常 議 員

友 田 　 博
友田セーリング㈱
代表取締役社長

常 議 員

庄 司 尚 史
㈾ 第 弐 商 会
代表社員社長

常 議 員

白 須 邦 夫
共 和 水 産 ㈱

代表取締役社長執行役員

常 議 員

又 賀 航 一
㈱ 日　　　新
代表取締役社長

議　員

足 立 收 平
㈱ 平 設 計
代表取締役

議　員

池 田 幸 仁
㈱ リ ン ク ス
代表取締役

議　員

赤 石 有 平
㈲ 赤 石 商 店
代表取締役会長

常 議 員

山 本 　 徹
山 陰 冷 蔵 ㈱
代表取締役社長

監　事

池淵賢一朗
㈲いけびんストーア
代表取締役

監　事

松 本 正 福
松本正福税理士事務所

所　　長

常 議 員

森 脇 哲 雄
大　　　幸 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

松 本 　 正
境 港 土 建 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

松 本 雄 次
㈲ 松 本 組
常任顧問

常 議 員

三 輪 陽 通
三　　　光 ㈱
代表取締役社長

議　員

足 立 　 祥
足 立 燃 料 ㈲
代表取締役社長

議　員

新 　 典 芳
境 港 物 流 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

木 下 辰 男
㈱ 木 下 建 設
代表取締役社長

常 議 員

宮 本 英 紀
㈱ 大　　　新
代表取締役

議　員

池 本 惠 治
㈱日本海ポートサービス
管理部長兼営業部長

副 会 頭

木 村 正 明
㈱ き さ ら ぎ
代表取締役社長

参　与

門 脇 興 治
境港商工会議所
元・専務理事

常 議 員

木 村 隆 之
㈱海産物のきむらや
代表取締役社長

常 議 員

小 板 　 裕
サンスイ土地建物㈱

会　　長

議　員

板 倉 一 晃
㈲ 板 倉 博 商 店
代表取締役社長

議　員

遠 藤 健 司
㈱ケンズホーム
代表取締役

議　員

岡 田 昭 夫
㈲ 岡 田 商 店
代表取締役会長

議　員

上 野 洋 二
㈱ 上 野 水 産
代表取締役

議　員

岡 田 輝 昭
㈱ 岡 田 商 店
代表取締役社長

議　員

柏 木 晴 夫
㈲柏木精麦製粉所
代表取締役社長

議　員

片 山 良 孝
美保テクノス㈱
専務取締役

常 議 員

岩 木 佑 二
㈲ 末 広 ド ラ イ
代表取締役

議　員

井 上 真 一
㈱ 港タクシー
取締役総務部長

議　員

喜多村一司
㈲ 北 陽 水 産
代表取締役

議　員

北 野 　 博
㈲北野建築工業
代表取締役

議　員

上 田 裕 子
ま る か 商 事 ㈱
代表取締役

議　員

川本孝一郎
境 港 魚 凾 ㈱
代表取締役社長

議　員

川 口 利 之
㈲ 川 口 商 店
取 締 役

議　員

黒 見 泰 之
㈱さかいみなと貿易センター
常務取締役管理部長

議　員

木 村 　 亘
木 村 産 業 ㈱
常任監査役

議　員

小 倉 雅 司
㈲小倉水産食品
代表取締役社長

議　員

酒 井 　 英
㈱ 酒 井 商 店
代表取締役

常 議 員

山 本 博 敏
山本博敏税理士事務所

所　　長

議　員

坂 本 　 全
㈲神戸ベーカリー
代表取締役社長

境港商工会議所役員・議員一同

2017年 酉年
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議　員

田 中 幸 雄
㈱ タ ナ カ 技 建

代表取締役

議　員

鶴岡 比呂志
弓 ヶ 浜 水 産 ㈱
代表取締役社長

議　員

中 田 耕 治
㈲中田石材工作所

代表取締役

議　員

堀 江 則 夫
大　　 海 ㈱

総務部長

議　員

島 谷 憲 司
㈱ 島 谷 水 産
代表取締役社長

議　員

宮 永 誠 治
㈱ 葬　　　仙
代表取締役社長

議　員

瀧 下 寿 夫
大 海 通 産 ㈱

常務取締役

議　員

竹 中 弘 治
北 陽 冷 蔵 ㈱
代表取締役社長

議　員

山 根 　 暁
㈱ヤマネ産機境港営業所

取締役会長

会頭指名議員

片 岡 敏 一
㈱ カ タ セ イ
代表取締役社長

会頭指名議員

岩 本 秀 煕
㈱ 錦 海 化 成

代表取締役

議　員

平 田 阜 士
㈱ 平 田 組

代表取締役

議　員

森 脇 尊 昭
㈲ 森 脇 自 動 車

代表取締役

境港商工会議所
女性会会長

木 村 真 理 子
㈱きさらぎ

会頭指名議員

舞 立 嘉 之
田 中 窯 業 ㈲
代表取締役会長

会頭指名議員

福 谷 典 久
海 上 石 油 ㈲

代表取締役

議　員

廣 瀨 　 直
㈱ 大 昇 食 品

取締役会長

境港フィッシュ（FISH）大使

足 立 倫 行

ノンフィクション作家

境港フィッシュ（FISH）大使

寺 井 尚 子

ジャズヴァイオリニスト

境港フィッシュ（FISH）大使

日 野 皓 正

ジャズトランぺッター

境港フィッシュ（FISH）大使

山 本 洋 子

グッド・フード・エディター

境港フィッシュ（FISH）大使

あらき　ゆうこ

ドラマー

境港フィッシュ（FISH）大使

上 田 勝 彦
㈱ ウ エ カ ツ 水 産
代表取締役社長

境港フィッシュ（FISH）大使

垣 添 直 也
元・ 日 本 水 産 ㈱
代表取締役社長

境港フィッシュ（FISH）大使

二 宮 　 祐
㈱ゼンリンインド支店

支　店　長

境港フィッシュ（FISH）大使

西 尾 進 路
JXホールディングス㈱

名 誉 顧 問

境港フィッシュ（FISH）大使

加 藤 忠 廣
週 刊 大 阪 新 聞 社

代表主幹

境港フィッシュ（FISH）大使

小 鉄 和 広
㈲ 東 京 オ ペ ラ
代表取締役社長

境港フィッシュ（FISH）大使

T O K U
ヴォーカリスト＆

フリューゲルホーン
プレイヤー

境港フィッシュ（FISH）大使

柏 木 雅 浩
元・㈱グラフィック プロダクツ

代表取締役COO

議　員

赫 　 勲 男
甲陽ケミカル㈱境港工場

名誉会長

会頭指名議員

神門 眞比古
アクサ生命保険㈱米子営業所

所　　長

会頭指名議員

佐田山 一成
㈲ 大 成 商 事
代表取締役社長

会頭指名議員

平 尾 貴 志
㈱ＴＲＩＬＯＧＹ

代表取締役

会頭指名議員

廣 江 　 晃
（社福）こうほうえん

副理事長

議　員

吉 岡 和 彦
㈱ オ ー ク

代表取締役

議　員

土 井 一 朗
㈱味屋コーポレーション

代表取締役

議　員

秦 野 博 行
東亜青果㈱境港青果市場

代表取締役社長

議　員

森 脇 　 寛
境港センター冷蔵㈱

代表取締役社長

議　員

原 田 大 輔
㈱ 島 根 銀 行 境 支 店

支店長

会頭指名議員

加 藤 典 裕
㈱中海テレビ放送
代表取締役社長

会頭指名議員

浦 川 英 敏
㈱ 桑 本 総 合 設 計

代表取締役

会頭指名議員

山 口 尚 文
山 進 運 輸 ㈱

代表取締役

議　員

横 石 廣 美
山陰アシックス工業㈱

代表取締役社長

会頭指名議員

吉 川 真 一
中 浦 食 品 ㈱

常務執行役員

議　員

渡 邉 　 昇
㈱ ワ タ ナ ベ

代表取締役

議　員

山 﨑 慎 也
㈱ や ま さ き
代表取締役社長

議　員

濱 　 浩 二
山 陰 化 成 工 業 ㈱
代表取締役社長

会頭指名議員

金 田 孝 成
カ ネ ッ ク ス ㈱
代表取締役社長

会頭指名議員

橋 本 秀 秋
㈲ 橋 本 工 業 所

代表取締役

会頭指名議員

濱 田 正 道
㈱ シ ン セ イ

代表取締役

会頭指名議員

松 井 尚 成
㈲ 渡　　　部
代表取締役社長

議　員

田 口 孝 志
米子信用金庫境港支店

支　店　長

議　員

日 野 良 太
㈱さんれい製造境港工場

工　場　長

本
年
も
よ
ろ
し
く

　お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

境
港
商
工
会
議
所

専
務
理
事

柏
木
祥
二

ス
タ
ッ
フ
一
同

境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ

（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
）大
使

境港フィッシュ（FISH）大使

井 上 　 進
前・フジッコフーズ㈱

代表取締役

議　員

篠 田 佳 夫
マ ル コ フ ー ズ ㈱
代表取締役社長

境港フィッシュ（FISH）大使

渡 辺 博 道

衆議院議員

境港フィッシュ（FISH）大使

中 島 俊 樹
前・米子空港ビル㈱

代表取締役専務

議　員

坂 本 靖 夫
㈲ 杉 山 実 業

代表取締役
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八百屋の原点
有限会社
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境
港
商
工
会
議
所
運
輸
通

信
業
部
会
（
後
地
良
樹
部
会

長
）
は
12
月
８
日
、
近
隣
の

企
業
や
機
関
の
先
進
的
な
取

り
組
み
を
学
ぼ
う
と
、
航
空

自
衛
隊
高
尾
山
分
屯
基
地
と

㈱
中
海
テ
レ
ビ
放
送
の
視
察

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
最
初
の
訪
問
先
の
高
尾
山

分
屯
基
地
は
、
第
７
警
戒
隊

と
し
て
庁
舎
施
設
と
高
尾
山

山
頂
の
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
の

二
つ
の
施
設
が
あ
り
、
日
本

の
空
を
24
時
間
・
３
６
５
日

休
み
な
く
警
戒
監
視
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
み
な
と
祭
の

「
と
う
ろ
う
流
し
」や
保
育
所

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
、
地
域
行
事
へ
の
支
援
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
山
頂
地
区
で
は
、
境
港
市

と
弓
ヶ
浜
半
島
か
ら
大
山
ま

で
、
感
動
的
で
壮
大
な
景
色

を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
同
地
区
は
、
毎
年
６

月
の「
高
尾
山
分
屯
基
地
祭
」

で
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。

　
続
い
て
、
中
海
テ
レ
ビ
放

送
を
訪
問
。
同
社
で
は
、
主

力
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「
放
送

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
固
定

電
話
」
に
つ
い
て
、
開
局
か

ら
の
取
り
組
み
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
現
在
、
鳥
取
県

西
部
２
市
４
町
１
村
の
カ
バ

ー
率
は
97
・
５
％
で
、
今
後
、

日
野
町
で
の
サ
ー
ビ
ス
も
開

始
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
６
年
（
平

成
28
年
）
か
ら
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
を
目
指
し
た

取
り
組
み
と
し
て
、
電
力
小

売
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
そ
の

他
に
も
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し

た
「
子
供
の
安
全
対
策
」
や

「
中
海
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

へ
の
参
加
な
ど
、
地
域
の
安

全
や
環
境
問
題
に
至
る
ま
で
、

地
域
に
密
着
し
た
各
種
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
ス
タ
ジ
オ
も
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ビ
デ
オ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
方
式
で
カ

メ
ラ
、
原
稿
、
編
集
、
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
ま
で
１
人
で
行
う

様
子
に
参
加
者
一
同
、
大
変

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

高
尾
山
基
地
と
中
海
テ
レ
ビ
放
送
で
研
修

先
進
的
取
り
組
み
を
学
ぶ

境 港 商 議 所
運輸通信業部会

我が社

の一品
我が社

の一品

企
業
組
合 

里
岩
商
店

石
臼
で
挽
く
蕎
麦
粉

　
境
港
市
内
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介
す
る
こ
の
コ

ー
ナ
ー
。
今
回
は
、企
業
組
合 

里
岩
商
店（
境
港
市
末
広
町
・

濵
田
幹
夫
代
表
）
の
「
蕎
麦
粉
」
で
す
。

　学生時代は、小学校のソフ
トボールに始まり、中学・高
校・大学と野球漬けの毎日で
したが、幸運とチームメイト
に恵まれ、オールジャパンと
冠する大会に２度も出場する
ことができました。
　大学卒業後は、５年ほど
愛知県で教職に就く傍ら、
高校野球の監督を務めまし
たが、実家の都合で帰郷し、
今の会社に拾ってもらいま
した。
　すると、野球つながりで
アルバイトの口まで舞い込
み、某放送局で夏の高校野
球鳥取県大会の解説者を14

年間ほど務めました。職場の理解があってのことです。振
り返ってみると、野球を通して人間教育を学んだ感があり
ます。
　写真は第22回全日本大学野球選手権大会に出場した時の
ものです。当時、私は大学２年生（19歳）で打順は６番、
守備はキャッチャーでした。 
　大学チームのメンバーを見渡せば、既に鬼籍に入った者
あり、高校の学校長あり、また高校野球の有名監督あり、
広島市の前副市長など、多士済々。
　最近は都合がつく限り年１回、バットをゴルフクラブに
持ち替えて集い、終われば１０８のスコアーと煩悩を嘆き
ながら一献、夜が更けるまで旧交を温めています。
　同じ釜の飯を食い、良くケンカもした仲ですが、刎

ふんけい

頸の
交わりというべき固い絆で結ばれているのを痛感します。
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野球通して人間教育を学ぶ
境港商工会議所 常議員  池口 由紀彦氏

　「思い出写真館」は、境港商工会議所役員・議員の〝あのこ
ろ〟の写真をご紹介しています。今回は、常議員・池口由紀彦
氏（62歳、米子空港ビル㈱代表取締役社長）の１枚です。

全日本大学野球選手権大会に
出場した池口由紀彦氏

スタジオで記念撮影する後地良樹部会長（前列右側）ら

蕎麦を挽く濵田幹夫代表

島根原子力館を見学する小板裕
庶業部会長（右）ら

　
境
港
商
工
会
議
所
の
庶
業

部
会
（
小
板
裕
部
会
長
）
と

建
設
業
部
会
（
松
本
雄
次
部

会
長
）
は
昨
年
11
月
21
日
、

島
根
原
子
力
発
電
所
の
視
察

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
同
発
電
所
は
、
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
受

け
て
、
安
全
性
を
最
優
先
し

た
取
り
組
み
を
継
続
的
に
進

め
て
い
ま
す
。
今
回
の
視
察

会
は
、
そ
の
安
全
性
向
上
の

状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
実

施
し
た
も
の
。

　
一
行
は
ま
ず
、
島
根
原
子

力
館
に
到
着
し
、
概
要
説
明

を
受
け
て
か
ら
原
子
力
発
電

の
仕
組
み
や
放
射
線
の
内
容
、

安
全
対
策
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を

見
学
。

　
続
い
て
、
発
電
所
構
内
の

状
況
を
バ
ス
で
視
察
。
津
波

対
策
と
し
て
発
電
所
の
海
側

全
域
を
囲
む
海
抜
15
ｍ
の
防

波
壁
や
事
故
時
の
対
応
に
万

全
を
期
す
た
め
の
対
策
な
ど

を
確
認
し
た
後
、
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
８
９
７
年（
明
治
30
年
）

に
創
業
し
、
こ
と
し
１
１
９

年
目
を
迎
え
る
地
元
の
老
舗
、

㈽
里
岩
商
店
は
ガ
ス･

石
油

製
品
、
住
宅
設
備
機
器
や
米

穀
類
の
販
売
店
で
す
。

　
中
で
も
隠
れ
た
名
品
が
濵

田
代
表
自
慢
の
「
蕎
麦
粉
」。

地
元
産
と
北
海
道
産
、
信
州

産
の
蕎
麦
の
実
を
市
内
で
は

同
社
に
し
か
な
い
機
械
式
の

石
臼
で
挽
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
石
臼
は
、
大
正
時
代

か
ら
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
、

先
々
代
、
先
代
と
引
き
継
が

れ
て
き
た
大
変
貴
重
な
も
の
。

身
近
に
石
臼
が
あ
っ
た
こ
と

で
、
蕎
麦
打
ち
に
興
味
を
持

っ
た
と
い
う
濵
田
代
表
自
ら

が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
担
当
。

微
調
整
し
な
が
ら
、
丁
寧
に

蕎
麦
を
挽
き
、
サ
ラ
サ
ラ
の

蕎
麦
粉
に
仕
上
げ
ま
す
。

　
手
間
暇
か
け
て
挽
い
た
蕎

麦
粉
は
、
昔
の
人
が
食
べ
て

い
た
も
の
と
同
じ
味
わ
い
の

蕎
麦
が
楽
し
め
る
一
品
で
す
。

　
毎
月
１
回
、
さ
か
い
み
な

と
銀
座
市
場
（
中
町
）
で
、

蕎
麦
打
ち
道
場
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
か
ら
一
年
計
画

で
蕎
麦
打
ち
名
人
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、里
岩
商
店（
☎

44
︱
４
８
１
１
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

島根原子力発電所を視察

安全性確保状況など見学
境港商議所庶業部会・建設業部会

　
境
港
商
工
会
議
所
の
門
永

康
一
郎
常
議
員
（
㈱
昭
和
船

具
店
代
表
取
締
役
）
は
鳥
取

県
産
業
振
興
功
労
知
事
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
門
永
氏
は
、
当
商
工
会
議

所
の
役
員
・
議
員
歴
が
25
年

で
、
長
年
に
わ
た
り
商
工
会

議
所
活
動
を
通
じ
て
、
地
域

経
済
の
振
興
・
発
展
に
尽
力

し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も

の
。

　
昨
年
11
月
29
日
に
鳥
取
県

庁
で
表
彰
式
が
あ
り
、
門
永

氏
の
ほ
か
、
県
内
５
商
工
団

体
・
５
人
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

門永常議員が
知事表彰受賞
産業振興に貢献
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有限会社サンアート山陰
〒684-0043 鳥取県境港市竹内町1362番地
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●元気な方なら、18歳～65歳位までOK!
●勤務場所は、境港市内・米子市周辺
　鳥取県西部・島根県東部など

株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
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保険をお探しのお客様へ
お気軽にご相談ください。

あなたの町の
  あなたのサポーターです

三井住友海上火災保険㈱
三井住友海上火災保険あいおい生命㈱
日本アニマルクラブ㈱（ペット保険）

取　　扱
保険会社

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
境
港
商
工
会
議
所
と
境
港

市
観
光
協
会
は
、
毎
年
恒
例

の
境
港
妖
怪
検
定
を
昨
年
10

月
23
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
中
部
地
震
の
風
評

被
害
で
、
境
港
会
場
で
は
例

年
以
上
の
欠
席
が
あ
っ
た
も

の
の
、
東
京
都
調
布
市
の
会

場
と
合
わ
せ
て
、
の
べ
３
１

１
人
（
初
級
＝
１
７
１
人
、

中
級
＝
１
１
３
人
、
上
級
＝

27
人
）
が
受
験
。
こ
の
う
ち
、

１
７
６
人
（
初
級
＝
１
３
５

人
、
中
級
＝
39
人
、
上
級
＝

２
人
）
が
合
格
し
、「
妖
怪

博
士
」
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
前

回
、
史
上
最
年
少
５
歳
（
受

験
当
時
は
４
歳
）
で
初
級
に

合
格
し
た
梅
本
茉ま

　な奈
ち
ゃ
ん

（
岡
山
県
備
前
市
）
の
中
級

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
。
当
日

は
、
お
母
さ
ん
の
梅
本
ま
ど

か
さ
ん
と
も
ど
も
水
木
漫
画

に
登
場
す
る
魔
女
に
扮
装
し
、

気
合
い
を
入
れ
て
検
定
に
臨

み
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
大
人
に
と
っ

て
も
難
関
の
試
験
を
な
ん
と

６
歳
（
受
験
当
時
は
５
歳
）

で
一
発
合
格
し
、
中
級
試
験

合
格
の
史
上
最
年
少
記
録
を

更
新
。
一
緒
に
受
験
し
た
お

母
さ
ん
も
合
格
し
、
親
子
そ

ろ
っ
て
の「
中
級
妖
怪
博
士
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
と
し
て
も
妖
怪
人

気
や
水
木
し
げ
る
先
生
の
人

気
を
支
え
て
く
れ
る
フ
ァ
ン

層
を
こ
う
し
た
低
年
齢
層
に

も
拡
大
し
て
い
き
、
境
港
を

妖
怪
の
聖
地
と
し
て
何
度
も

足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

妖怪検定中級に合格した梅本茉菜ちゃ
ん（前列）とお母さんの梅本まどかさん

境港妖怪検定

６
歳
の
中
級
妖
怪
博
士
が
誕
生

２
会
場
で
１
７
６
人
の
合
格
者

　
境
港
市
観
光
協
会
は
、
昨

年
11
月
か
ら
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
に
新
設
す
る
ブ
ロ
ン
ズ

像
の
ス
ポ
ン
サ
ー
公
募
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
同
ロ
ー
ド
で
は
、
お
客
様

の
利
便
性
を
考
慮
し
た
大
規

模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が

近
々
着
工
さ
れ
ま
す
。
こ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
妖

怪
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
配
置
も
一

新
。
水
木
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

川
に
棲
む
妖
怪
、
森
に
棲
む

妖
怪
と
い
っ
た
ゾ
ー
ン
分
け

が
行
わ
れ
、
同
時
に
18
体
の

像
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
ブ
ロ
ン
ズ
像
設
置
に
係
る

費
用
は
１
２
０
万
円
か
ら
２

９
０
万
円
。
台
座
に
は
、
ス

ポ
ン
サ
ー
の
名
前
を
刻
ん
だ

プ
レ
ー
ト
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

す
で
に
14
体
の
ス
ポ
ン
サ
ー

が
確
定
し
て
お
り
、
残
り
は

４
体（
昨
年
12
月
22
日
現
在
）

で
す
。

　
妖
怪
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
ス
ポ

ン
サ
ー
公
募
は
こ
れ
ま
で
に

も
２
回
行
わ
れ
て
お
り
、
40

体
の
ス
ポ
ン
サ
ー
ブ
ロ
ン
ズ

像
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
協
会
は
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
の
人
気
を
持
続
さ
せ

る
た
め
、
妖
怪
ブ
ロ
ン
ズ
像

を
増
や
し
、
地
域
観
光
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
観
光

協
会
（
☎
47
︱
３
８
８
０
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ｒ
Ａ
阪
神
競
馬
場
（
宝

塚
市
）
で
、
昨
年
12
月
11
日

に
「
境
港
特
別
競
走
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
競
走
は

毎
年
１
回
開
催
さ
れ
、
今
回

で
13
回
目
。

　
第
９
レ
ー
ス
と
し
て
行
わ

れ
た
同
競
走
で
優
勝
し
た
の

は
「
シ
ャ
ケ
ト
ラ
号
」。
中

村
勝
治
・
境
港
市
長
が
優
勝

　
梅
本
茉
奈
ち
ゃ
ん
が
「
妖

怪
」
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
あ
る
本

の
「
妖
怪
を
特
集
し
た
ペ
ー

ジ
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
２

歳
の
と
き
に
そ
の
本
に
巡
り

合
い
、
そ
れ
か
ら
妖
怪
の
ペ

ー
ジ
を
よ
く
見
る
よ
う
に
な

っ
た
と
の
こ
と
。

　
そ
ん
な
茉
奈
ち
ゃ
ん
は
、

「
妖
怪
」
以
外
に
も
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て

い
て
、
４
歳
の
時
に
は
英
検

５
級
と
４
級
に
合
格
。
そ
し

て
面
接
（
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
）

が
あ
り
、
中
学
卒
業
程
度
の

学
力
の
い
る
英
検
３
級
の
試

験
に
も
５
歳
の
と
き
に
合
格

し
て
い
ま
す
。

　
梅
本
家
で
は
、
子
供
の
可

能
性
を
奪
わ
ず
、
興
味
を
持

っ
た
こ
と
は
、
で
き
る
限
り

サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
方
針

で
子
育
て
を
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
今
回
の
受
験
で
も
公
式
テ

キ
ス
ト
で
あ
る
「
日
本
妖
怪

大
全
」
を
全
ぺ
ー
ジ
拡
大
コ

ピ
ー
し
、
漢
字
に
フ
リ
ガ
ナ

を
つ
け
る
こ
と
か
ら
始
め
た

そ
う
で
す
。
難
し
い
話
は
で

き
る
だ
け
噛
み
砕
い
て
説
明

し
、
火
の
妖
怪
、
山
の
妖
怪

と
い
っ
た
テ
ー
マ
ご
と
に
分

類
し
て
、
覚
え
や
す
い
よ
う

に
ま
と
め
た
と
の
こ
と
。

　
ま
た
茉
奈
ち
ゃ
ん
は
、
お

母
さ
ん
に
「
一
緒
に
受
験
し

よ
う
！
」
と
持
ち
掛
け
、
お

母
さ
ん
も
初
め
て
の
受
験
と

な
り
ま
し
た
が
、
結
果
は
親

子
そ
ろ
っ
て
の
中
級
一
発
合

格
と
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
、

梅
本
家
の
た
だ
者
で
は
な
い

遺
伝
子
が
受
け
継
が
れ
て
い

る
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

　
茉
菜
ち
ゃ
ん
は
、
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
が
大
好
き
で
、

何
度
足
を
運
ん
で
も
飽
き
な

い
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
お

気
に
入
り
の
店
に
は
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
立
ち
寄
っ

て
、
挨
拶
を
し
て
帰
る
の
が

決
ま
り
ご
と
に
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。

　
茉
菜
ち
ゃ
ん
に
は
、
妖
怪

や
こ
の
境
港
を
世
界
に
Ｐ
Ｒ

す
る
存
在
に
成
長
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。

　

６
歳
（
受
験
当
時
は
５
歳
）
で
境
港
妖
怪
検
定
中
級
試
験

に
合
格
し
た
梅
本
茉ま

な奈
ち
ゃ
ん
。
大
人
で
も
難
し
い
中
級
試

験
に
史
上
最
年
少
で
一
発
合
格
し
た
「
茉
奈
ち
ゃ
ん
」
と
は
、

い
っ
た
い
ど
ん
な
女
の
子
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ご
家
族
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

境港妖怪検定

6歳で中級合格の秘訣は6歳で中級合格の秘訣は
第11回中級合格者  梅本茉菜ちゃん

合格者の声… 22

スポンサー公募をPRする桝田知身・
境港市観光協会会長　©水木プロ

優勝を祝う鬼太郎ら　 ©水木プロ

妖怪ブロンズ像スポンサー

ただいま募集中！
― 境港市観光協会 ―

馬
主
、
騎
手
、
調
教
師
、
厩

務
（
き
ゅ
う
む
）
員
に
寄
贈

賞
と
し
て
松
葉
ガ
ニ
と
日
本

酒
大
吟
醸
の
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
競
走
を
記
念
し

て
12
月
10
日
と
11
日
の
２
日

間
、
阪
神
競
馬
場
の
イ
ベ
ン

ト
広
場
な
ど
で
物
産
展
を
実

施
。
３
企
業
・
２
団
体
が
境

港
の
特
産
品
な
ど
を
販
売
し

て
、
大
好
評
で
し
た
。

　
同
時
に
境
港
市
通
商
観
光

課
の
職
員
が
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
配
布
や
イ
ベ
ン
ト

　（
一
社
）境
港
水
産
振
興
協

会
は
、
第
６
回
境
港
さ
か
な

の
達
人
検
定
を
２
月
５
日
に

開
催
し
ま
す
。

　
同
検
定
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

▽
日
時
＝
２
月
５
日
㈰
（
開

場
＝
午
前
10
時
、
試
験
開
始

＝
午
前
11
時
、
１
時
間
）
▽

会
場
＝
境
港
商
工
会
議
所 

３
階 

大
ホ
ー
ル
（
境
港
市

上
道
町
）
▽
受
験
料
＝
１
０

０
０
円
▽
受
験
内
容
＝
達
人

検
定
（
初
級
レ
ベ
ル
）、
ス

ー
パ
ー
達
人
検
定
（
上
級
レ

ベ
ル
）
▽
申
込
期
限
＝
２
月

１
日
㈬
（
必
着
）

　
同
検
定
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
境
港
水
産
振
興
協
会

（
☎
44
︱
６
６
６
８
）
へ
。

「
鬼
太
郎
と
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
」
を
実
施
。
大
勢
の
人
に

喜
ん
で
も
ら
い
、
境
港
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

２
月
５
日
実
施

さ
か
な
の
達
人
検
定

境
港
特
別
競
走
を
開
催

境
港
市
観
光
物
産
展
も
大
好
評
Ｊ　 Ｒ　 Ａ
阪神競馬場
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山陰、境港より……

かにの宅配便は
専門店の

かにの渡辺 へ

さかなセンター店 鳥取県境港市竹内団地259-2 TEL0859-47-2111（代） FAX0859-47-2112
直売センター店 鳥取県境港市昭和町9 - 5 TEL0859-44-4777       FAX0859-44-6781

有限
会社 山芳海産 山 芳 亭
本社・本店
境港市元町７
TEL 0859－42－3266

西伯郡日吉津村1026－1
　　　イオン日吉津店駐車場内
TEL 0859－37－1011

ひえづ物産館
新鮮市場店

山芳亭の昆布じめ丼の素 白はたが
「第4回境港市水産加工大賞」

を受賞しました！
１８９７年の創業から１世紀余り。
鳥取市で明治30年に創業し、1999年から
海鮮どんぶりの店「山芳亭」の営業も行っ
ております。境港産にこだわった商品を取
り揃えておりますので、どうぞお気軽にご相
談ください。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

山積みのカニとともにパレード出発前の気勢
を上げる子どもら（昨年のカニ感謝祭から）

パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
よ
う
！

第
14
回

カ
ニ
感
謝
祭

1月15日
　
カ
ニ
水
揚
げ
日
本
一
を
誇

る
境
港
市
。「
マ
グ
ロ
感
謝

祭
」、「
水
産
ま
つ
り
」
と
並

び
、
境
港
の
水
産
３
大
祭
り

の
一
つ
で
あ
る
「
カ
ニ
感
謝

祭
」
が
１
月
15
日
㈰
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
14
回
目
と
な
る
境
港
の
真

冬
の
祭
り
・
カ
ニ
感
謝
祭
は
、

海
の
恵
み
に
感
謝
の
気
持
ち

を
表
す
と
と
も
に
、
豊
漁
を

祈
願
し
て
妖
怪
神
社
に
カ
ニ

を
奉
納
し
ま
す
。

　
当
日
は
鬼
太
郎
た
ち
と
水

産
関
係
者
、
一
般
参
加
者
ら

が
午
前
11
時
に
水
木
し
げ
る

記
念
館
を
ス
タ
ー
ト
（
受
付

は
午
前
10
時
）
し
て
、
妖
怪

神
社
ま
で
の
道
の
り
を
に
ぎ

や
か
に
パ
レ
ー
ド
。
カ
ニ
汁

の
振
る
舞
い
や
大
漁
太
鼓
の

披
露
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
協
賛
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
境
港
水
産
物
直
売
セ

ン
タ
ー
、
境
港
さ
か
な
セ
ン

タ
ー
、
大
漁
市
場
な
か
う
ら

の
３
店
舗
は
、
当
日
午
前
11

時
か
ら
カ
ニ
汁
ふ
る
ま
い
を

実
施
し
ま
す
（
各
店
舗
と
も

に
先
着
２
０
０
人
）。

　
詳
し
く
は
、
境
港
カ
ニ
水

揚
げ
日
本
一
Ｐ
Ｒ
実
行
委
員

会
事
務
局
（
境
港
市
水
産
課

内
・
☎
44
︱
１
０
５
５
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

グローカルな
香り
7

買
え
な
い「
お
に
ぎ
り
」

　
40
数
年
前
、
一
人
暮
ら

し
を
始
め
た
世
田
谷
の
ア

パ
ー
ト
の
近
所
に
、
ち
ょ

う
ど
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
あ
ん
な

狭
い
空
間
に
、
食
品
、
文

具
、
茶
碗
と
箸
、
靴
下
ま

で
あ
る
光
景
は
不
思
議
だ

っ
た
。

　
今
の
大
学
生
に
「
コ
ン
ビ

ニ
に
は
何
が
あ
る
？
」
と
聞

く
と
、
す
ぐ
に
頭
に
浮
か
ぶ

の
は
「
お
に
ぎ
り
」
だ
と
い

う
。
40
年
前
の
コ
ン
ビ
ニ
で

は
ま
だ
、
お
に
ぎ
り
は
売
っ

て
い
な
か
っ
た
。

　
子
ど
も
の
頃
、
お
に
ぎ
り

は
遠
足
や
運
動
会
な
ど
、
特

別
な
と
き
に
作
っ
て
も
ら
え

る
昼
ご
飯
だ
っ
た
の
が
、
い

つ
の
間
に
か
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
買
え
る
手
軽
な
食
品

に
な
っ
て
い
た
。

　
海
外
出
張
先
で
コ
ン
ビ
ニ

を
発
見
す
る
と
つ
い
、
お
に

ぎ
り
を
探
し
て
し
ま
う
。
北

京
の
コ
ン
ビ
ニ
で
も
お
に
ぎ

り
を
見
た
。
台
湾
で
は
具
沢

山
の
か
な
り
大
き
め
の
お
に

ぎ
り
が
売
ら
れ
て
い
る
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
は
あ

っ
て
も
お
に
ぎ
り
は
見
か
け

た
こ
と
が
な
い
。
屋
台
文
化

が
勝
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

か
。
中
南
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
町
で
日
本
人
を
よ
く

見
か
け
た
が
、
お
に
ぎ
り
は

発
見
で
き
な
か
っ
た
。

　
ド
イ
ツ
の
友
人
に
聞
く
と
、

お
寿
司
は
有
名
だ
が
、
お
に

ぎ
り
は
店
に
売
っ
て
い
な
い

ら
し
い
。
た
だ
、
日
本
人
家

庭
の
子
ど
も
た
ち
は
学
校
の

ラ
ン
チ
に
よ
く
、
お
に
ぎ
り

を
持
っ
て
い
く
と
い
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
私
は
ど
れ
ほ

ど
お
に
ぎ
り
を
買
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
の
大

好
き
な
タ
イ
プ
の
お
に
ぎ
り

は
、
ど
こ
の
お
店
に
も
売
っ

て
い
な
い
。
東
京
に
い
た
頃

は
、
海
苔
付
き
の
も
の
を

手
に
取
る
と
、「
あ
あ
、

こ
れ
が
わ
か
め
だ
っ
た
ら

な
あ
」
と
い
つ
も
思
っ
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
、
母
は

「
安
あ
が
り
の
子
だ
ね
え
」

と
笑
い
な
が
ら
、
お
に
ぎ

り
の
外
側
を
隙
間
な
く
板

わ
か
め
で
巻
い
て
く
れ
た
。

板
わ
か
め
は
東
京
の
ス
ー

パ
ー
に
は
な
か
っ
た
が
、

鳥
取
に
帰
っ
て
か
ら
は
、

ど
こ
に
で
も
あ
る
。
や
っ

と
「
店
で
は
買
え
な
い
お

に
ぎ
り
」
が
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
池
田
　
玲
子

　（
公
財
）鳥
取
県
消
防
協
会

は
、「
消
防
団
応
援
の
店
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
県
に
は
、
５
０
７
１

人
（
昨
年
６
月
現
在
）
の
消

防
団
員
が
い
ま
す
。
境
港
市

内
の
団
員
は
、
１
０
０
人
で

す
。

　
消
防
団
員
は
、
通
常
は
自

分
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、

「
自
分
の
ま
ち
は
自
分
の
手

で
守
り
た
い
」
と
い
う
郷
土

愛
と
奉
仕
の
精
神
の
も
と
に
、

火
災
や
地
震
、
風
水
害
な
ど

の
各
種
災
害
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
消
防
団
員
が
減

少
し
、
各
地
域
で
消
防
力
、

防
災
力
の
低
下
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、

消
防
団
応
援
の
店
な
ど
、
地

域
ぐ
る
み
で
消
防
団
を
応
援

し
よ
う
と
い
う
機
運
も
出
て

き
ま
し
た
。

　
応
援
の
店
は
、
消
防
団
員

が
「
団
員
証
」
な
ど
を
提
示

す
る
と
、
何
ら
か
の
優
待
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
お
店
で

す
。
あ
な
た
の
お
店
も
消
防

団
応
援
の
店
に
登
録
し
ま
せ

ん
か
。

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
県
消
防

協
会
（
☎
27
︱
０
８
２
５
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
警
察
署
は
、
冬
期
の

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
次
の
点
に
気
を
付
け

て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

① 

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

な
ど
の
雪
道
用
タ
イ
ヤ
を
着

け
た
う
え
で
、
速
度
を
落
と

し
、
車
間
距
離
を
十
分
に
取

り
ま
し
ょ
う

② 
ハ
ン
ド
ル
や
ブ
レ
ー
キ

の
操
作
は
慎
重
に
。
で
き
る

だ
け
車
の
通
っ
た
跡
を
走
り

ま
し
ょ
う

③ 

曲
が
り
角
や
カ
ー
ブ
に

近
づ
く
と
き
は
、
そ
の
手
前

の
直
線
部
分
で
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
ま
し
ょ
う
。
高
速
の

ま
ま
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た
り
、

ハ
ン
ド
ル
を
切
り
な
が
ら
ブ

レ
ー
キ
を
掛
け
る
と
、
横
転

や
横
滑
り
を
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す

④ 

積
雪
の
な
い
道
路
で
も
、

山
間
部
の
橋
の
上
や
日
陰
な

ど
は
、
凍
結
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
そ
の
手
前
で

速
度
を
落
と
し
ま
し
ょ
う

⑤ 

ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
立
ち

往
生
な
ど
に
備
え
、
ス
コ
ッ

プ
や
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
積

ん
で
お
き
ま
し
ょ
う

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

（
☎
44
︱
０
１
１
０
）
へ
。

冬期運転の事故防止
速度落として慎重に

― 境港警察署 ―

新
し
い
公
共
職
業
訓
練
を
実
施

お
も
て
な
し
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科

登録しませんか

鳥取県消防協会

消防団応援の店

　
新
し
い
職
業
訓
練
「
お
も

て
な
し
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科
」

が
開
講
さ
れ
ま
す
。
鳥
取
県
、

鳥
取
労
働
局
、
鳥
取
県
商
工

会
議
所
連
合
会
、
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
な
ど
が
協
働
で
開

発
。

　
観
光
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
必

要
な
接
客
サ
ー
ビ
ス
業
務
に

加
え
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
定

着
の
た
め
の
語
学
力
（
英
語
、

中
国
語
）
も
身
に
付
け
て
再

就
職
を
目
指
す
公
的
な
職
業

訓
練
で
す
。
た
だ
い
ま
、
受

講
者
募
集
中
。

　
同
訓
練
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

受
講
料
　
無
料
（
但
し
、
教

科
書
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

定
員
　
20
人

募
集
期
間
　
１
月
４
日
㈬
～

２
月
10
日
㈮
（
正
午
ま
で
）

対
象
者
　
離
職
中
の
求
職
者

（
性
別
・
年
齢
不
問
）

訓
練
期
間
　
３
月
１
日
㈬
～

９
月
29
日
㈮
（
７
カ
月
間
）

訓
練
会
場
　
㈱
ス
ペ
ッ
ク（
米

子
市
灘
町
）

申
込
方
法
　
最
寄
り
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
の
相
談
窓
口
で
申

込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
鳥
取 

コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
事
業
担
当
（
☎
０
８
５

７
︱
52
︱
８
８
０
４
）
へ
。

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企
業と労働者の健康や長時間労働に
ついて個別相談を行っています。

○平日、午後１時３０分から３時３０分まで
○米子市久米町の西部医師会館会議室
で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健
センターまで。☎２２－３５７０

1月の相談日
1月 5日㈭ 産 業 医

1月12日㈭ 産 業 医

1月19日㈭ 産 業 医

1月26日㈭ 産 業 医
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境港商工会議所女性会 Ms.通信

JAF 指定工場（事故車・故障車のレスキュー 24 時間対応）

東京海上日動火災代理店　あいおいニッセイ同和損保代理店

各種ロードサービス　各種新車・中古車販売　点検・車検一式

有限会社 永井自動車工業
代表取締役社長 永  井  章  雄

〒684‒0064  鳥取県境港市三軒屋町4913-1

TEL（0859）45－1758  FAX（0859）45－1780

池　渕　医　院
池　渕　滋　雄

内科　循環器科

〒684-0006  鳥取県境港市栄町8 8
電話 （0859）　 2 0 3 1
FAX （0859）　 2 0 3 930
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次々と売れていく会員提供の商品

大
盛
況
だ
っ
た
バ
ザ
ー

人
権
ふ
れ
あ
い
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
で

境
港
商
議
所
女
性
会 

会
員

ひ
と
こ
と
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

　
昨
年
12
月
11
日
、
境
港
市

文
化
ホ
ー
ル
で
境
港
市
人
権

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
、
当
女
性
会
も

例
年
同
様
バ
ザ
ー
の
出
店
で

参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
前
々
日
に
値
付

け
を
済
ま
せ
た
日
用
品
や
食

料
品
な
ど
、
会
員
の
皆
様
か

ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
多

種
多
様
な
品
物
を
お
客
様
に

見
や
す
い
よ
う
に
陳
列
し
、

準
備
万
端
。

　
販
売
開
始
と
同
時
に
お
客

様
が
押
し
寄
せ
、
当
バ
ザ
ー

は
今
年
も
大
盛
況
で
し
た
。

会
員
の
皆
様
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
一
環
と
し
て
人
権
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、「
夜
回
り

先
生
」
と
し
て
知
ら
れ
る
花

園
大
学
客
員
教
授
の
水
谷
修

氏
が
講
演
し
ま
し
た
。

　
水
谷
氏
は
、
若
者
た
ち
の

非
行
防
止
と
更
生
に
取
り
組

ん
で
き
た
経
験
を
も
と
に
、

子
ど
も
た
ち
が
直
面
し
て
い

る
様
々
な
問
題
を
指
摘
。

　
ま
た
、「
き
ち
ん
と
し
た

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
子

ど
も
た
ち
の
将
来
に
い
か
に

大
切
か
、
親
や
周
り
の
大
人

が
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、
心

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
　
　（
総
務
部
会
　
Ｙ
）

　
　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会
の
会
員
が
自
己
紹
介
を
す
る

こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
面
谷
真
理
子
さ
ん
と
音
田
千
代

美
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

面
谷
真
理
子（
お
も
た
に
・
ま
り
こ
）

　

  

面
谷
合
名
会
社

 　
　
　
　

 

（
境
港
市
花
町
）

〈
事
業
所
の
あ
ら
ま
し
〉

　
１
８
７
１
年（
明
治
４
年
）

に
創
業
し
、
酒
類
お
よ
び
醤

油
な
ど
の
販
売
を
し
て
い
ま

す
。
創
業
以
来
、
清
酒
「
暁

山
」
は
長
い
間
、
皆
様
に
ご

 

音
田
千
代
美
（
お
ん
だ
・
ち
よ
み
）

　

㈲
ボ
ヌ
ー
ル
洋
菓
子
店

 　
　
　
　

 

（
境
港
市
元
町
）

〈
事
業
所
の
あ
ら
ま
し
〉

　
境
港
市
に
「
お
菓
子
の
店

ボ
ヌ
ー
ル
」
と
し
て
独
立
開

業
し
て
か
ら
30
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時

私
は
、
30
歳
（
今
か
ら
思
え

ば
若
い
！
）。
お
菓
子
作
り

愛
顧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）

に
は
、
店
舗
と
母
屋
の
一
部

が
文
化
庁
か
ら
登
録
有
形
文

化
財
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

〈
ひ
と
こ
と
Ｐ
Ｒ
〉

　
当
女
性
会
に
は
、
母
の
代

か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
と
て

も
明
る
く
活
動
的
。
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
皆
様
に

い
つ
も
元
気
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一

つ
は
、
長
年
続
け
て
き
た
ピ

ア
ノ
で
す
。
演
奏
会
の
ほ
か
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ン
サ

ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
幼
稚
園
の
年
少
組

か
ら
大
人
ま
で
の
生
徒
さ
ん

達
に
ピ
ア
ノ
を
教
え
て
い
ま

す
。教
室
は
店
舗
横
の
蔵（
同

文
化
財
の
一
部
と
な
っ
て
い

る
旧
・
砂
糖
蔵
）
で
す
。

　
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
建

物
の
維
持
、
管
理
に
も
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
筋
の
主
人
と
共
に
が
む
し

ゃ
ら
に
ケ
ー
キ
を
作
り
続
け

て
き
ま
し
た
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
誕
生
日

ケ
ー
キ
、
ダ
ッ
ク
ワ
ー
ズ
、

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
時
に
は
か
か
せ
な
い

存
在
と
な
っ
て
、
地
域
の
皆

様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
現
在
は
息
子
が
後
を

継
ぎ
、
新
た
な
挑
戦
に
歩
み

始
め
て
い
ま
す
。

〈
ひ
と
こ
と
Ｐ
Ｒ
〉

　
洋
菓
子
コ
ン
テ
ス
ト
や
講

習
会
な
ど
で
、
県
外
に
も
勉

強
の
場
を
も
っ
て
日
々
進
化

し
た
ケ
ー
キ
作
り
に
励
ん
で

い
ま
す
。
ご
贈
答
用
、
手
み

や
げ
、
ご
自
身
へ
の
ご
褒
美

な
ど
、
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
商
品
を
用
意
し
て
ご
来
店

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
３
日
・
文
化
の

日
に
、
当
女
性
会
は
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
毎
年
11
月
に
開
催
し
て
い

る
当
大
会
も
今
回
で
４
回
目
。

心
配
し
て
い
た
お
天
気
も
当

日
は
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と

な
り
、
老
若
男
女
、
総
勢
72

人
の
参
加
の
も
と
、
盛
大
に

行
わ
れ
た
ゴ
ル
フ
大
会
で
し

た
。

　
プ
レ
ー
終
了
後
に
は
、
和

気
あ
い
あ
い
と
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
表
彰
式
。
順
位

発
表
と
賞
品
の
授
与
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
中
で
木
村
真

理
子
・
当
女
性
会
会
長
は
、

「
２
０
１
５
年
に
開
催
し
た

当
大
会
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募

金
を
活
用
し
て
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
に
車
椅
子
を
寄
贈
し

ま
し
た
」
と
報
告
。
同
時
に

募
金
へ
の
ご
協
力
に
対
し
、

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
後
も
皆
様
か
ら
の
声
あ

る
限
り
、
続
け
て
行
け
た
ら

と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

参
加
し
た
こ
と
の
な
い
境
港

市
内
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
当
大
会
に
参
加
し

て
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
て
く
だ

さ
い
ね
！

　
今
回
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募

金
に
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
会
員
一
同
、
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
事
業
所
様
か
ら
当
大

会
に
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。（
会
報
部
会
　
Ｅ
）

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

永
井
千
春
講
師
の
指
導
で

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

寄付のご協力も多数

72人の参加でにぎやかに

チャリティーゴルフ大会

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
、
永
井
千
春
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
て
、
昨
年
12
月
17
日

に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
講
習
会
は
毎
年
１
回
開
催

し
て
、
今
回
で
５
回
目
。

　
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
テ
ー

マ
は
「
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ

ス
」。
白
い
花
を
基
調
に
し

た
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は
と
て

も
清
楚
で
品
が
あ
り
、
私
た

ち
の
イ
メ
ー
ジ
に
ピ
ッ
タ
リ

で
は
…
。
永
井
講
師
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
会
員

そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
お
も
い
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
、
素
敵
な
作

品
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
師
走
の
気
忙
し
い
中
の
ひ

と
と
き
、
会
員
同
士
で
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ

と
と
、
自
分
の
作
品
の
出
来

栄
え
に
大
満
足
の
１
日
で
し

た
。
　
　（
事
業
部
会
　
Ｋ
）

　
昨
年
11
月
末
の
あ
る
日
、

当
女
性
会
の
メ
ン
バ
ー
十
数

人
で
日
本
庭
園 

由
志
園
に

出
か
け
た
。
着
物
姿
で
あ
る
。

　
昨
年
６
月
か
ら
３
回
シ
リ

ー
ズ
で
着
付
け
を
習
っ
て
き

た
私
た
ち
。
タ
ン
ス
に
眠
っ

た
ま
ま
の
着
物
を
何
と
か
自

分
で
着
て
、
目
覚
め
さ
せ
た

い
と
の
思
い
か
ら
の
挑
戦
で

あ
っ
た
。
そ
の
お
さ
ら
い
と

し
て
、
着
物
を
着
て
食
事
に

出
か
け
て
み
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
。

　
ど
う
に
か
こ
う
に
か
自
分

で
帯
も
結
び
、
ウ
キ
ウ
キ
。

講
師
の
林
原
悦
子
先
生
に
も

ご
同
席
い
た
だ
い
た
食
事
は
、

会
話
も
弾
み
和
や
か
な
ひ
と

時
で
あ
っ
た
。

　
折
し
も
、由
志
園
で
は「
黄

金
の
島
ジ
パ
ン
グ
」
と
題
し

た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
中

で
、
70
万
球
の
宝
石
の
よ
う

な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
池

に
映
る
見
事
な
紅
葉
な
ど
、

見
ど
こ
ろ
満
載
。
し
ば
し
、

別
世
界
に
入
り
込
ん
だ
よ
う

な
気
分
で
大
い
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
。

　
惜
し
む
ら
く
は
、
襟
元
に

し
つ
け
糸
が
つ
い
た
ま
ま
だ

っ
た
こ
と
だ
。
私
の
着
物
修

業
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

あ
る
。
　（
総
務
部
会
　
Ｈ
）

着付け講習の復習に

参加メンバーが集う

着物で夕食会

着物姿でリフレッシュ

手ほどきする永井千春講師（左）
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青
年
ら
し
く
生
き
生
き
と

一
般
社
団
法
人 

境
港
青
年
会
議
所

遠
藤
大
輔

第
53
代
理
事
長

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

（一社）境港青年会議所　新年スタート特集

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら

私
ど
も
境
港
青
年
会
議
所
に

格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
、
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
例
年
開
催
し
て

い
ま
す
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎

ゲ
タ
飛
ば
し
大
会
」
に
加
え

て
、
浜
辺
を
舞
台
に
地
域
の

魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
、
若
い
男
女
に
出
会
い
の

場
を
用
意
す
る
婚
活
イ
ベ
ン

ト
、
異
業
種
の
皆
様
に
交
流

の
場
を
提
供
す
る
催
し
な
ど
、

様
々
な
事
業
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

　
そ
の
活
動
を
通
じ
、
昨
年

の
当
青
年
会
議
所
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
ま
し
た
境
港
の
流

儀
、
す
な
わ
ち
「
み
な
と
イ

ズ
ム
」
が
、
先
輩
諸
兄
か
ら

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る

こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
７
年
度
は
、
青
年

ら
し
く
、
生
き
生
き
と
活
動

し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を

も
っ
て
、「
躍
動 

～
青
く
燃

え
ろ
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
ま
し
た
。

　
基
本
方
針
と
し
て
、
会
員

の
更
な
る
経
営
能
力
向
上
、

子
ど
も
達
の
健
全
育
成
、
境

港
青
年
会
議
所
の
魅
力
を
地

域
に
発
信
す
る
交
流
事
業
、

そ
し
て
未
来
を
変
え
る
会
員

の
拡
大
計
画
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
境
港
市
で
唯
一
無
二
の
青

年
経
済
団
体
と
し
て
、
社
会

的
に
責
任
あ
る
世
代
で
あ
る

私
た
ち
は
、
英
知
と
勇
気
と

情
熱
を
も
っ
て
、
失
敗
を
恐

れ
ず
に
新
た
な
発
想
と
行
動

力
で
、
地
域
の
発
展
と
会
員

の
成
長
の
た
め
に
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
引
き
続
き
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

躍動の1年がはじまります！

遠 

藤  

大 

輔

㈲
遠
藤
通
船

理 

事 

長

門 

脇  

俊 

介

㈲
晃
設
計
事
務
所

直
前
理
事
長

遠 

藤  

周 

一

㈲
遠
藤
鉄
工
所

会
計
理
事

木 

下  

雄 

一

境
港
市
役
所

事
務
局
長

足 

立

　
　暖

足
立
ふ
と
ん
店

監

　事
渡 

辺  

冬 

樹

㈲
渡
辺
商
店

監

　事
眞 

木  

智 

史

（
特
別
会
員
）

割
烹・味
処
こ
と
ぶ
き

監

　事

石 

原  

将 

博

㈲
美
保
葬
儀
セ
ン
タ
ー

委
員
長

総
務
広
報
委
員
会

有 

木

　
　功

㈲
大
栄
建
設
工
業

副
委
員
長

委

　員
塚 

田  

勝 

輝

㈲
境
港
三
栄
マ
リ
ン

永 

井  

洋 

平

㈲
寺
本
商
店

福 

間  

勇 

樹

ご
は
ん
屋 

漁
火

丸 

山  

誉 

覚

㈲
丸
山
水
産

（
ゲ
タ
飛
ば
し
大
会

　
実
行
委
員
長
）

平 

野  

陽 

平

第
八
孝
久
丸

委
員
長

会
員
開
発
委
員
会

加 

藤  

大 

輔

大
加
技
建

副
委
員
長

平 
野  
裕 
樹

平
野
建
設

副
委
員
長

委

　員
荒 

谷  

俊 

秀

ロ
ー
ソ
ン
境
港

浜
ノ
町
店

（
６
Ｊ
Ｃ
経
済
文
化

　
交
流
会 

会
長
）

根 

平  

崇 

史

が
ん
ち
ゃ
屋
水
産

北
川 

絵
美
子

第
一
生
命
㈱ 

米
子
中
央
営
業

オ
フ
ィ
ス

委
員
長

青
少
年
委
員
会

江 

尻  

浩 

介

境
港
市
役
所

副
委
員
長

委

　員
池 

淵  

朗 

拡

㈲
い
け
び
ん
ス
ト
ー
ア

（
み
な
と
祭
Ｌ
Ｏ
Ｍ

　
実
行
委
員
長
）

酒 
井  
大 

志

㈱
酒
井
商
店

中 

井  

隆 
雄

米
子
空
港
ビ
ル
㈱

藤 

木  

雄 

一

今
井
書
店
グ
ル
ー
プ

今
井
印
刷
㈱

吉 

田  

智 

之

Ｓ
ｅ
ｅ
ｄ
ｓ

　
　
ｐ
ｌ
ａ
ｃ
ｅ

委
員
長

会
員
交
流
委
員
会

寺 

本  

晃 

太

境
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈲

副
委
員
長

委

　員
赤 

石  

周 

平

㈲
赤
石
商
店

（
会
員
拡
大
特
別
委

　
員
会 

委
員
長
）

石 

倉  

眞 

彦

石
倉
水
産

鷲 

見  

英 

輔

三
光
㈱

濵 
田  
佳 

尚

境
港
市
議
会
議
員

小 

徳  

裕 

司

医
療
法
人
社
団

小
徳
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

副
理
事
長

北 

野

　
　司

㈲
北
野
建
築
工
業

副
理
事
長

細 

井  

周 

作

㈲
細
井
牛
肉
店

副
理
事
長

堀 

田  

速 

視

堀
田
興
業

副
理
事
長

― ２０１7年度組織図 ―

野
々
村

　
 
崇

野
々
村
電
機
工
業
㈱

専
務
理
事

　
私
た
ち
は
常
に
地
域
と
時

代
に
即
し
た
活
動
を
、
若
さ

あ
ふ
れ
る
パ
ワ
ー
と
情
熱
を

も
っ
て
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
と
一
緒
に
、
こ
の
様

な
活
動
を
企
画
・
運
営
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
メ
ン
バ
ー

一
同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
会
員
資
格
〉

●
年
齢
が
満
20
歳
以
上
38
歳

以
下
の
人

●
境
港
市
及
び
近
郊
に
居
住

ま
た
は
、
勤
務
し
て
い
る
人

●
境
港
青
年
会
議
所
の
趣
旨

に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
人

　
ご
興
味
の
あ
る
人
は
、
境

港
青
年
会
議
所
事
務
局
（
☎

44
︱
２
７
０
０
）
へ
。
ま
た
、

境
港
青
年
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
参

照
）
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

藤
木
雄
一
（
ふ
じ
き
・
ゆ
う
い
ち
）

　
今
井
書
店
グ
ル
ー
プ 

今
井

　
印
刷
㈱
（
米
子
市
富
益
町
）

　
１
月
４
日
か
ら
正
式
に
境

港
青
年
会
議
所
の
会
員
に
な

る
予
定
で
す
。
勤
務
先
は
米

子
市
の
会
社
で
、
境
港
市
か

ら
通
勤
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
意
気
込
み
は
、「
何
事
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ

う
」
で
す
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

よろしくお願いします

一言ごあいさつ

新入会員
会
員
を
募
集
中

境
港
青
年
会
議
所

2016年ありがとうございました！ 2017年もよろしくお願いいたします。（境港JC一同）

2017年度
スローガン



豊富な松葉ガニ・ベニズワイガニ、鮮魚、水産加工品はもとより、丸のままでの鮮魚販売に加えて、
新鮮な刺身・切身など、市民の台所として、お客様のニーズに応える店舗づくりを推進します。
鮮魚料理の海陽亭、境港のさかな塾、土産品の田畑商店も好評です！
お客様第一をモットーとする直売センターにぜひお越しください！

豊富な松葉ガニ・ベニズワイガニ、鮮魚、水産加工品はもとより、丸のままでの鮮魚販売に加えて、
新鮮な刺身・切身など、市民の台所として、お客様のニーズに応える店舗づくりを推進します。
鮮魚料理の海陽亭、境港のさかな塾、土産品の田畑商店も好評です！
お客様第一をモットーとする直売センターにぜひお越しください！

境港水産物直売センター協議会（山陰旋網漁業協同組合内）
TEL（0859）30－3857  FAX（0859）30－3819　www.sanamki-direct.jp

迎春 本年も生産者とお客様をつなぐ「境港水産物直売センター」づくりに全力！！本年も生産者とお客様をつなぐ「境港水産物直売センター」づくりに全力！！

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
前
回
ク
イ
ズ
の
問
題
は
、

「
境
港
市
日
ノ
出
町
に
あ
る

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
名
前

は
一
〇
と
六
〇
で
す
。
〇
に

入
る
文
字
は
何
で
し
ょ
う

正解と当選者

ガンバレ受験生！ 合格祈願！

　今年も米子鬼太郎空港に山口県にある防府天満宮の「受験祈願大
絵馬」が設置されます！（設置期間：201７年１月13日㈮～3月13日㈪）
　これはANAが米子鬼太郎空港から出発する受験生の合格を祈願
して設置したものです。
　大絵馬には願い口が備えられており、願い事を投函すると、実際に
防府天満宮に奉納されます。
　受験生の皆様はもちろん、受験生のご家族も米子鬼太郎空港へ合
格祈願にお越しください！

※ 期間中、ＡＮＡをご利用される受験生には、先着で次の品をプレゼントします。
　 Ⅰ． 航空機整備の際に使用する「すべらないお守り」（先着１００名様）
　 Ⅱ． 防府天満宮×ＡＮＡ「合格祈願シャープペンシル」（先着５０名様）
　　（米子鬼太郎空港1階チェックインカウンターで、お申し出の上の受け取りとなります）

か
」
と
い
う
も
の
で
、
正
解

は
②
の
「
月
」
で
し
た
。

当
選
者
（
敬
称
略
）
▽
角
悦

子
（
三
軒
屋
町
）
▽
景
山
智

恵
子
（
中
野
町
）
▽
藤
本
富

喜
子
（
上
道
町
）
▽
濱
田
理

美
子
（
芝
町
）
▽
前
田
美
保

子
（
外
江
町
）

賞
品
　
サ
ル
ビ
ア
の
い
ろ
い

ろ
く
つ
し
た

ス
ポ
ン
サ
ー
　
一
月
と
六
月

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

1
月
の
イ
ベ
ン
ト

 

和
菓
子
祭

　
境
港
市
、
米
子
市
、
安
来

市
の
和
菓
子
を
制
限
時
間
45

分
間
で
食
べ
比
べ
（
バ
イ
キ

ン
グ
形
式
）
で
き
ま
す
。

日
時
　
１
月
22
日
㈰ 

午
前

10
時
～
午
後
４
時 

（
最
終
入

場
時
間
＝
午
後
３
時
15
分
）

場
所
　
１
階 

多
目
的
ホ
ー

ル入
場
料
　
▽
前
売
券
＝
６
０

０
円
▽
当
日
券
＝
８
０
０
円

（
小
学
生
未
満
＝
１
０
０
円

・
当
日
払
い
）

 

国
際
交
流
の
日
～
韓
国
＆

 

ロ
シ
ア
を
楽
し
も
う
～

　
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
展
、
サ

ム
ル
ノ
リ
演
奏
、
韓
紙
を
使

っ
た
封
筒
づ
く
り
、
キ
ム
チ

チ
ゲ
の
ふ
る
ま
い
や
チ
ヂ
ミ

の
販
売
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日
時
　
１
月
29
日
㈰ 

午
前

10
時
～
午
後
３
時

場
所
　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
内

料
金
　
無
料
（
当
日
は
、
夢

み
な
と
タ
ワ
ー
の
入
館
料
も

無
料
に
な
り
ま
す
）

　
詳
し
く
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
（
☎
47
︱
３
８
０
０
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

境港市末広町の(企)里岩商店は、１８９７(明
治３０)年に創業しました。ことしで何年目に
なるでしょうか（ヒントは9ページ）。

賞品  鳥取県食 氷温熟成米
　 　 新米２㎏　３名様

① １１９年目
② １００年目
③ 　１９年目

ハガキにクイズの答え・住所・氏名・年齢・電話番号・
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

1月１2日（木）当日消印有効応募締切

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

スポンサー　　㈽里岩商店

14

商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】
代 表 者	 浜田	香織（はまだ・かおり）
所 在 地	 境港市蓮池町48-10
T E L	 0859-42-4620
営業時間	 平日9：00～18：30、
　　　　　日曜日9：00～17：00
休 業 日	 毎週火曜日、第3月曜日
事業内容	 美容業

○創業のきっかけ？…東京のメイクアップ専門学校を卒業
後、ホテルセンチュリーハイアット内の美容室に勤務し、
ブライダルなどを手掛けてきました。その後、米子では
ＪＩＢ系列会社に勤務し、地元・境港で今後も美容師と
して働いていきたいと考え、2002年（平成14年）に当店
をオープンしました。入口をスロープにしたり、店内の
椅子を可動式にしたりするなど、車椅子の人やお年寄り
にも優しいバリアフリーの店づくりをしています。

○おすすめ＆セールスポイントは？…各メニューをリーズ
ナブルな価格にしています。また、パーマやカラー薬品
には、髪や頭皮にやさしいものを取り揃えています。施
術中には、お客様が自宅でできる髪の手入れ方法などを
会話の中に盛り込んでいます。その他、育毛促進に「ヘッ
ドスパ」、癒しメニューとして「ハンドマッサージ」も行っ
ています。加えて、新たにネイルを始めました。ジェル
ネイルのほか、着脱可能なネイルチップもございます。
これは、最初にネイルチップをお客様の爪に合わせて形
を整えた後、デザインを決めます。お渡しするまでに数
日を要しますが、複数回使えるのでおすすめです。
○お客様は？…女性が多いですが、男性も3歳から70歳代ま
で幅広くご利用いただいています。また、地元に限らず、
鳥取市や松江市からもお見えになります。

○今後の事業展開（展望）？…積極的に講習を受けに行き、髪
や頭皮に関して得た最新情報を、お客様に提供し続けられ
る店にしていきたいと考えています。

○一言PR！…ネイル初年度記念として、今年の成人式に
向けて着付けやヘアセットを当店でご予約いただいた人
に、ネイルチップを無料で貸し出しています。

北ピ
ア
ス
●

ロ
ー
ソ
ン
●

シ
ン
ヤ
ク
ド
ー●

●
しまむら

●
しまむら

ウェルネス
●

ウェルネス
●

ゲオ●ゲオ●

美容室
織　髪

新たに始めたネイルメニューの一例

レンガ調の壁や緑が素敵なお店

美 容 室 織 髪

　
カ
ニ
カ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会
（
松
本
正
福
実
行
委

ペ
ン
を
置
い
て

員
長
）
は
、
第
２
回
境
港
カ

ニ
カ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
３

月
５
日
に
開
催
し
ま
す
。
今

回
は
、８
㎞
、３
㎞
、１
・
５

㎞
の
３
コ
ー
ス
で
、
海
岸
通

り
を
走
り
ま
す
。
ス
タ
ー
ト

と
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
は
、
境
港

市
昭
和
町
の
流
通
会
館
。
前

回
よ
り
距
離
の
長
い
コ
ー
ス

を
設
定
す
る
な
ど
、
一
層
充

実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
同
大
会
が
近
隣
の
市
民

ラ
ン
ナ
ー
の
層
を
厚
く
し
て

い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。


